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   マ ジ ャー ル人 と

中世 前 期 のバ ィエ ル ン

ー.一一歴 史 的地 域 研 究 試 論 一一一

森 田 茂

は じ め に

 788年 ， フ ラ ン ク王 国 の カ ール 大 帝 に よ り アギ ロル フ ィ ング家 の バ イエ ル

ン公 タ シ ロ3世 は， 本 紀 要 第28号 に 述 べ られ て い る よ う に， 家 族 共 々，

バ イェ ル ンの地 か ら追 放 さ れ る
。1180年 ， 神 聖 ロ ー マ帝 国 皇 帝 フ リー ド リ

ヒ1世 バ ルバ ロ ッサ に よ り， ヴ ィテ ル ス バハ 家 の宮 廷 伯 オ ッ トー2世 がバ イ

エ ル ン公 に取 り立 て られ る。 こ の400年 間 に様 々 な 出 来 事 が 起 こ る
。 まず

10世 紀 に はマ ジ ャー ル 人 が大 挙 して東 フ ラ ン ク王 国 を始 め 西 方 世 界 に 侵 入

し， 劫 掠 の 限 りを 尽 す 。 そ の 惨 禍 か ら立 ち直 るの に地 域 に よ って は半 世 紀 以

上 を要 した， と言 わ れ る。 ・11世紀 に は グ レゴ リ ゥス改 革(教 会改革 ・叙任 権

闘争)が 本 格 的 に始 ま る。12世 紀 に は皇 帝 選 挙 に 端 を発 す る シ ュ タ ゥ フ ェ ン

家 と ヴ ェ ル フ ェ ン家 の熾 烈 な争 い が ドイ ッ及 び バ イエ ル ン地 域 の歴 史 を彩 る。

本 稿 で は， これ ら諸 事 件 の うち， マ ジ ャー ル人 の西 方 侵 寇 を視 野 に収 めっ っ ，

タ シ ロ3世 以 後 の バ イエ ル ン及 び フ ラ ン ク王 国 の 変 遷 を，955年 の 「レ ヒ

フ ェル トの戦 い」 に至 る まで に限 定 して ， 見 て 行 く。

1.タ シロ3世 追放後

788年 ， バ イ エ ル ン公 タ シ ロ3世 が フ ラ ン ク王 国 国 王 カ ー ル大 帝 に よ り
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バ イエ ル ン公 の地 位 を 追 わ れ る1)。 これ に よ りバ イエ ル ン は そ の 自立 性 を 失

い， カ ー ル大 帝 治下 の フ ラ ン ク王 国 の一 属 州 に転 化 す る。 この タ シ ロ3世 追

放事 件 は， カ ー ル大 帝 に言 わ せ れ ば 「オ ー デ ィ ロ と タ シ ロ とい う二 人 の悪 人

が乱 して い た秩 序 を 回 復 した だ け」2)に 過 ぎな い 。 以 後 カ ー ル 大帝 はバ イ エ

ル ン を 公duxに で は な く，伯comes或 い は 代 官praefectus或 い は 王 使

missusに 統 治 さ せ る(ゲ ー ロル トGerold及 びア ゥ ドゥルフAudulf3))。 バ イエ

ル ンの統 治 者 が 「バ イエ ル ン部 族 法典Lex Baiuvariorum」 に 明 記 され て い

る 「公Herzog」 か ら 「伯 」 に変 わ った点 を 除 け ば一 …・これ は大 問題 で は あ

る もの の一 一一一バ イエ ル ンに 関 して は この政 変 は大 きな変 動 を来 さ な か った。

一 つ の行 政 単 位 と して バ イエ ル ンは
， そ の名 を含 め て残 さ れ， 支 配 領 域 に も

1) 「タ シ ロ3世 の 公 位 追 放 に 関 す る通 説 は殆 ど虚 構 に 近 い」 とす る研 究 が 公 刊 さ

 れ て い る。 こ の研 究 は 。Annales regni Francorum et Annales qui dicuntur

 Einhardi“(所 謂 。Die Reichsannalen“)を 根 拠 に成 り立 っ て い た従 来 の 「通 説 」

 へ の 強 烈 な 反 論 。 説 得 力=豊か な この 論 考 にっ いて は， 次 ぎの 機 会 に そ の詳 細 を紹

 介 した い 。

2) Handbuch der Bayerischen Geschichte. Hrsg. von Max Spindler.2.，�er-

 arbeitete Aufl. M�chen. Beck.1981.(以 後HBG)Bd.1. S.250.

3)Geroldは ア ギ ロ ル フ ィ ン グ家 と も姻 戚 関係 を 持 っ 中 部 ライ ン地 方 の名 門 貴 族

 の 出 ， カ ー ル 大 帝 の3番 目 の妻 ヒル デ ガ ル トHildegardの 兄 弟 ， つ ま り カ ー ル

 大 帝 の 義兄 弟 で あ る。Gerold(=Garibald)は ゲ ー ロ ル デ ィ ン グ 家(Geroldin-

 ger)で 受 け継 が れ て きた 名 前 だ が， Garibaldは アギ ロル フ ィ ン グ家 の 中 心 的 名

 前。 彼 は，799年9月1日 ア ヴ ァ ール 人 との戦 い で 決 戦 を 前 に 戦 死 す る(Lexi-

 kon des Mittelalters. Studienausgabe. Stuttgart-Weimar. Metzler.1999.[以

 後LMa]Bd.4. Sp.1350)。

  Karl Brunner， Oppositionelle Gruppen im Karolingerreich， in：Ver�fentli-

 chungen des Instituts f�ﾖsterreichische Geschichtsforschung Bd.25 S.66

 及 びLMa Bd.8Sp.1261に よ れ ば， Audulfは ウ ンル オ ヒ ン グ家Unruochinger

 との 関 連 が 考 え られ る貴 族 で ， 同 家 は カ ー ロ リ ン グ家 と縁 戚 関 係 が あ る と され

 る。 ウ ンル オ ヒ ング家 の祖 とさ れ る ウ ンル オ ホUnruoch及 び 上 述 の ゲ ー ロル ト

 同様 ，Audulfも カ ー ル大 帝 の遺 言 の 実 施 に責 任 を 持 つ30名 の 遺 言 書 署 名 人 の

 一 人 。 彼 は， 組 織 化 の才 能 で頭 角 を顕 わ し，785/86年 の カ ー ル大 帝 の ブル ター

 ニ ュ征 討 で 武 勲 を立 て， カ ー ル大 帝 の 内 膳 正 を も務 め た。
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変 化 は な く， ア ギ ロル フ ィ ン グ家 の支 配 態 様 も引 き継 が れ， 「バ イエ ル ン部

族 法 典 」 も健 在 だ った か らで あ る。 バ イエ ル ンと い う国 と して の ま と ま り も，

ザ ル ッ ブル ク司教 区 が 大 司教 区 に 格 上 げ され た こ と に よ り， 従 来 よ り も強 あ

られ た。

 一 方 ， ドイ ッ東 南 部 に位 置 し， 東 方 の辺 境 域 と接 して い た バ イエ ル ンの フ

ラ ン ク王 国 に お け る最 大 の任 務 は， ス ラ ヴ人 居 住 域 へ の政 治 的 ・宗 教 的影 響

力 を拡 大 す る こ とで あ った。 タ シ ロ3世 は既 に そ の治 世 に お い て カ ラ ン タニ

アKarantanienを 征 服 して い た。 従 って ， カ ー ル大 帝 に と って は ア ヴ ァー ル

人 攻 略 が 主 要 目標 と な る。 バ イエ ル ンと ア ヴ ァー ル人 の関 係 は， タ シ ロ3世

追 放 の 一 因 とな る ほ ど に良 好 で あ っ た。 将 に それ 故 にで あ ろ うか ， カ ー ル大

帝 は ア ヴ ァ ール人 に攻 撃 を掛 け， ラー プ河Raabま で彼 らを押 し返 し， そ の

間 の地 域 を 自領 に組 み入 れ る。 そ の後 も カ ール大 帝 は間 断無 く ア ヴ ァ ール人

を攻 め，802年 の戦 い で は バ イエ ル ンの初 代 代 官 ゲ ー ロル ト及 び オ ス トマ ル

クOstmark或 いはOstland4)の 初 代 代 官 ゴ トラムGotramを 死 に 至 ら しめ る。

ア ヴ ァー ル人 居 住 区 は特 定 し難 い。 と言 うの も， そ れ が， 或 る時 はAvaria ，

或 る時 はHunnia， 或 る時 はPannonia， とさ れ， 変 幻 自在 だ か らで あ る。 兎

も角 ， ア ヴ ァール 人 が 排 除 され た 後 は， オ ス トマル ク は安 定 し， バ イエ ル ン

支 配 下 に 落 着 く。 カ ー ル 大帝 は ボヘ ミア地 域 に も触 手 を 伸 ば し， オ ス トマ ル

ク同様 ， ボ ヘ ミア を もバ イエ ル ンに組 み 入 れ る。 バ イエ ル ンの 支 配 域 は， こ

れ に よ り徐 々 に拡 大 して行 く。

 806年 ， カ ー ル大 帝 の元 で フ ラ ン ク王 国 分 割 が予 定 さ れ， バ イエ ル ンは，

タ シ ロ3世 時 代 の領 域 の ま ま に， 大 帝 の 長 男 ピ ピー ンPippin der Buckligeの

統 治 に委 ね られ る こ と に な るが ， 王 宮 所 在 地 イ ンゴ ル シ ュ タ トIngolstadtと

ラ ゥタ ホ ー フ ェ ンLauterhofenは 除 か れ る。 しか し， こ の分 割 計 画 は ピ ピー

ンの夭 折 に よ り実現 され な か った 。

4) 9世 紀 末 段 階 で の狭 義 の オ ス トマ ル ク は トラ ゥ ンガ ゥTraungauか らウ ィー

 ン山地Wiener Wald辺 り まで を 言 う。
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 時 代 は移 って ， ル ー トヴ ィ ヒ1世 敬 虔 帝Ludwig I. der Fromme治 世 下 の

814年 ， 敬 虔 帝 は， 長 男 ロー タル1世Lothar I.に バ イエ ル ンを与 え ， バ イエ

ル ンの 自立 的 支 配 を 認 め る。 っ ま り， この段 階 で バ イエ ル ンは部 分 王 国(或

い は分 割 王 国)Teilregnum或 い はUnterk6nigtumに 変 身 す る。 こ の 措 置 の

バ イエ ル ンに与 え た 影響 は甚 大 で あ る
。 バ イエ ル ンの統 治 者 が， 「伯 」 か ら

「王 」 に変 わ った の で あ る。 これ はバ イエ ル ンの 広 範 な 層 に 自 らの 居 住域 を

自立 的 「国 家 」 と して 意 識 す る き っか け を 与 え る。 しか しロ ー タ ル1世 の

バ イエ ル ン統 治 に つ い て は見 るべ き もの は な い
。 と言 うの も，817年 に は，

そ の後 の バ イエ ル ンの進 む道 を大 き く規 定 す る結 果 を導 く弟 の ル ー トヴ ィ ヒ

(後のルー トヴィ ヒ2世 ドイッ人王Ludwig II. der Deutsche)の 手 に バ イェ ル ン

統 治 が 委 ね られ るか らで あ る。 ル ー トヴ ィ ヒに は前 述 の ピ ピ ンの場 合 に は除

外 され て い た二 つ の 王 宮 所 在 地 も与 え られ ， 更 に カ ラ ンタ ニ ア人 ， ボ ヘ ミア

人， ア ヴ ァ ール人 ， ス ラ ヴ人 の 居 住 域 も統 治 対 象 と され る。 こ の取 り決 あ が

され た817年 ， 当 の ル ー トヴ ィ ヒは12歳 に過 ぎな か った。819年 ， 二 代 目

代 官 ア ゥ ド ゥル フが 死 ぬ 。 しか しそ の 後 継 者 は 任 命 さ れ な か っ た。 ル ー ト

ヴ ィ ヒが将 来 ， 相 続 地 を 自由 に統 治 で き るよ うに， とい う配 慮 に基 づ い て，

ら しい5)。

2.ル-ト ヴ ィ ヒ2世 ドイ ッ 人 王

 825年 ， ル ー トヴ ィ ヒが統 治 を 開 始 す る。 「神 の恩 寵 に よ るバ イエ ル ン人

の 王 ル ー トヴ ィ ヒ」 と い う署 名 入 り国 王 詔 書 が 発 せ られ る の は830年 以 後 で

あ るが ， この 署 名 か らル ー トヴ ィ ヒが バ イエル ンに対 して 抱 く将 来 像 が 見 て

取 れ よ う。 ル ー トヴ ィ ヒの統 治 目標 は， 東 方 政 策 ， と， カ ー ロ リ ング朝 フ ラ

ン ク王 国 内 で の バ イエ ル ンの地 位 向上 ， の二 点 に あ る。

 先 ず ル ー トヴ ィ ヒは， プ リア ゥル辺 境 区 を四 辺 境 区(Friaul， Istrien， Krain，

Unterpannonien-Slowenien)に 編 成 替 え し， 各 辺 境 区 に伯 を 置 く。 ま た カ ラ

5) HBG Bd.1. S.259.
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ン タニ アの代 官 を ス ラ ヴ人 か らバ イエ ル ン人 に入 れ替 え， 権 力 の分 散 を図 る

と同 時 に， 中央 へ の権 力 集 中 を容 易 に す る。 これ らの措 置 は西 方 へ の勢 力 伸

長 を 図 る ブ ル ガ リア対 策6)と さ れ るが， 当 時 の バ イエ ル ンに と って の主 要 な

敵 手 はモ ラ ヴ ィア大 王 国das Groﾟm臧rische Reichで あ っ た。

 一 方 ， ル ー トヴ ィ ヒ は フ ラ ン ク王 国 内 で の バ イエ ル ンの地 位 向上 の た あ，

ル ー トヴ ィ ヒ1世 敬 虔 帝 の様 々 な フ ラ ン ク王 国分 割 案 に抵 抗 す る。 彼 は， 自

らの意 図 す る分 割 内容 を容 認 させ るた あ に は， 父 王 敬 虔 帝 に対 す る武 力 行 使

す ら厭 わ な い。 ル ー トヴ ィ ヒ敬 虔 帝 が ル ー トヴ ィ ヒ ・ ドイ ッ人 王 の 異 母 弟

シ ャル ル2世 禿 頭 王Karl II. der Kahleに ア レマ ニ アAlemannienを 含 む地 域

を与 え よ う と した 時， つ ま り832年 の反 乱 が そ の例 で あ る。 この反 乱 は功 を

奏 し， ル ー トヴ ィ ヒ ・ドイ ッ人 王 はア レマ ニ ア を獲 得 す る。 彼 は今 や益 々 自

立 志 向 を 強 あ，833年 以 降 は 自 らを 「バ イ エ ル ン人 の 王 」 で は な く， 単 に

「国 王 」， つ ま り， 東 フ ラ ン ク王 国 国 王 ， と称 す るに至 る。

 840年 ， ル ー トヴ ィ ヒ敬 虔 帝 が逝 去 す る と， 皇 帝 の長 男 ロー タル1世 は，

ア キ タ ニ アAquitanienを 統 治 す る弟 ピ ピー ンPippinを 味 方 に 引 き入 れ， 自

己 の帝 権 下 に二 人 の弟 ， ル ー トヴ ィ ヒ ・ドイ ッ人 王 と シ ャル ル禿 頭 王 ， を屈

服 さ せ ん と画 策 す る。 ル ー トヴ ィ ヒは シ ャル ル と組 み，841年6月 に は， 皇

帝 軍 を下 す。842年 ， ル ー トヴ ィ ヒ と シ ャル ル は， ロー タル と個 別 取 引 は し

な い誓 約 を交 わ す。 これ が ドイ ツ語 史 及 び フ ラ ン ス語 史 に名 高 い 「ス トラ ス

ブー ル の誓 約StraBburger Eide」7)で あ る。 翌843年 ， ヴ ェル ダ ン条 約Ver-

trag von Verdunが 三 兄 弟 間 で締 結 され， ル ー トヴ ィ ヒ ・ドイ ッ人 王 の 東 フ

ラ ン ク王 国Ostfr舅kisches Reich支 配 が最 終 的 に協 定 さ れ る。

 ア ゥ ド ゥ ル フ の 死(818年)以 後 ， 代 官 は 暫 く置 か れ ぬ ま ま だ っ た が，

6) HBG Bd.1.5.261.

7) 同一 の誓 約 内容 を， ル ー トヴ ィ ヒ ・ ドイ ッ人 王 は 当時 の古 代 高 地 ドイ ッ語 で，

 異 母 弟 の シ ャル ル禿 頭 王 は古 期 ロマ ンス語 で， 記 した もの。 この文 書 は両 国 が既

 に言 語 の上 で も別 個 に発 展 して い る こ とを 明示 す る。Vgl. W. Braune-K. Helm：

 Althochdeutsches Lesebuch. Max Niemeyer Verlag. T�ingen.1952. S.45f.
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ル ー トヴ ィ ヒ ・ドイ ッ人 王 の支 配 が 東 フ ラ ン ク全 体 に 広 が った た あ
， 代 官 設

置 の 必 要 が 出 て ， エ ル ンス トErnst伯8)が バ イエ ル ンの三 代 目代 官 に ， ラ ー

トボ トRatbod伯 が オ ス トマ ル ク の代 官 に任 命 さ れ る9)。

 ヴ ェル ダ ン条 約 以 後 ， ル ー トヴ ィ ヒ ・ ドイ ッ人 王 は東 方 政 策 に積 極 的 に取

り組 む。 ボ ヘ ミアB6hmenで は プ シ ェ ミス ル家 が台 頭 して来 る。845年 に14

名 の ボ ヘ ミア の諸 侯 が 洗 礼 を受 け た こ と は， 宣 教 上 の成 果 で あ る と同 時 に政

治 上 の成 果 で もあ っ た。 一 方 ， 翌846年 ， ル ー トヴ ィ ヒ ・ ドイ ッ人 王 は軍 勢

を 引 き連 れ モ ラ ヴ ィアM臧renに 行 き， 「秩 序 造 成 と関 係 改 善 の た あ」 と称

して モ イ ミー ル1世Moimir l.を 王 位 か ら追 放 ， そ の 甥 ラ ス テ ィス ラ フRa-

stislav或 い はRostislavを 王 位 に即 け る。 しか し ラ ス テ ィ ス ラ フ も東 フ ラ ン

ク王 国 の支 配 か らの脱 出 を図 り，853年 バ イエ ル ンを攻 撃 す る。 ラ ス テ ィ ス

ラ フ と繋 が りを持 っ オ ス トマ ル ク代 官 ラー トボ トも叛 旗 を翻 す。 これ を き っ

か け に モ ラヴ ィア情 勢 は一 気 に流 動 化 す る。 しか し軍 事 力 に優 るル ー トヴ ィ

ヒ ・ ドイ ッ人 王 は856年 ラ ス テ ィス ラ フ の叛 乱 を鎮 め， 代 官 ラー トボ トを解

職 ， 後 任 に長 男 カ ー ル マ ンKarlmannを 充 て る。 しか し長 男 カ ー ル マ ン も，

861年 ， ラス テ ィス ラフ と結 託 して父 王 に反 逆 ， イ ン河Innま で のバ イエ ル

ン領 土 を 手 に入 れ る。 ル ー トヴ ィ ヒ ・ドイ ッ人 王 は， これ と関 連 して で あ ろ

う， カ ー ル マ ン の義 父 の バ イ エ ル ン代 官 エ ル ン ス ト伯 の 職 を解 く。 ル ー ト

ヴ ィ ヒは863年 に初 あ て カ ー ル マ ンを捕 え る こ とが で きた。 しか し， カ ール

マ ンは翌 年 に は も う東 方 に逃 亡 す る。865年 ， ル ー トヴ ィ ヒは王 国 の分 割 相

続 を決 定 す る。 そ の際 ， 彼 は カ ー ル マ ンを赦 し， 長 男 の彼 に は， バ イエ ル ン

の他 ， 東 方 の辺 境 域 共 々， ス ラ ヴ人 ， ボ ヘ ミア人 ， モ ラヴ ィア人 の統 治 を，

次 男 ル ー トヴ ィ ヒ3世 ジ ュ ニ アLudwig III. der J�gereに は， 東 部 フ ラ ンケ

8) エル ンス ト伯には 「公に して王の友 の第一人 者」「貴族 の うちの貴族」「バ イエ

 ル ン軍 の統 帥」等 の肩書 きが付 く。 ルー トヴィヒ ・ドイ ッ人 王の長 男カ ールマ ン

 の義父。

9) ラー トボ ト伯 は，20年 以上在職， オス トマルクで絶大 な権力 を握 り， 他地域

 の伯 同様，繰 り返 し国王 に対 して叛乱 を惹 き起 こす。
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ンOstfranken， テ ィー リンゲ ンTh�ingen ， ザ ク セ ンSachsenを ， 三 男 カ ー

ル3世 肥 満 王Karl III. der Dickeに は， ア レマニ ア とクー ル ・ラエ テ ィアChur-

Raetien地 域 を相 続 さ せ， 三 人 を副 王 と し， 各 領 国 を支 配 させ る。

 ラ ス テ ィス ラ フ は相 も変 わ らず 策 謀 を続 け る。869年 ， 彼 は ビザ ン ッ帝 国

と同 盟 ， バ イ エ ル ンを脅 か す 。 ル ー トヴ ィ ヒ ・ ドイ ッ人 王 が ラ ス テ ィ ス ラ フ

を 排 除 で き た の は870年 に ラ ス テ ィ ス ラ フ の甥 ス ヴ ァ トプ ル ク1世Swato-

pluk I.が ラ ステ ィ ス ラ フを捕 え て ル ー トヴ ィ ヒ に差 し出 した時 で あ る。 ル ー

トヴ ィ ヒ は ラス テ ィス ラ フの 眼 を潰 す 。 ス ヴ ァ トプ ル ク1世 も一 時 ル ー ト

ヴ ィ ヒ ・ドイ ッ人 王 に反 抗 を す るが，874年 ル ー トヴ ィ ヒは ス ヴ ァ トプ ル ク

1世 と和 平 を 結 ぶ 。 この 和 平 に ボ ヘ ミア も加 わ り， この 時点 で， バ イエ ル ン

は ボ ヘ ミア 山塊B6hmerwaldか ら ドナ ウ河 まで の 地 域 を そ の 支 配 下 に収 め る。

876年8月28日 ， 半 世 紀 に 亙 っ て バ イエ ル ンを 支 配 し， そ の 独 自性 を強 化

した ル ー トヴ ィ ヒ2世 ドイ ッ人 王 は死 去 す る。 彼 は， ドイ ッの 諸 地域 を 支 配

しそ の統 治 者 と して 行 動 した 最 初 の 王 で あ り， ドイ ッ人 王， とい う添 え名 は

将 に彼 に相 応 しい。

 ル ー トヴ ィ ヒ ・ ドイ ッ人 王 が 東 フ ラ ンク王 国 の 王 位 に 即 いて(843年)以

来 ， バ イエ ル ンは彼 の支 配 の根 拠 地 に， レー ゲ ン ス ブル クRegensburgは そ

の首 都 に な る。 ロ ーマ が179年 に カ ス トラ ・レギ ー ナCastra Reginaと い う

名 で 設 置 した こ の軍 団 根 拠 地 は， ア ギ ロ ル フ ィ ング家 ， カ ー ロ リ ング家 が 現

在 の 「旧穀 物 市 場Alter Kornmarkt」 の 辺 りに王 宮 を 置 き， カ ー ル大 帝 も滞

在 した こ との あ る由 緒 あ る都 市 で あ る。 こ の町 は， ル ー トヴ ィ ヒ ・ドイ ッ人

王 時代 に， そ の繁 栄 の基 礎 を 更 に磐 石 に した， と言 え よ う。

 父 ル ー トヴ ィ ヒ ・ ドイ ッ人 王 の 後 を継 い だ カ ー ル マ ンは， 「バ イエ ル ン王

rex Bawariorum」 と称 し，877年 イ タ リア を もその 支 配 下 に収 あ ， バ イエ ル

ンと イ タ リア の結 合 を更 に強 め る。 東 方 に 関 して は， 彼 は， そ の辺 境 域 に代

官 を 置 く従 来 の路 線 を踏 襲 ， オ ス トマ ル クの統 治 を庶 子 ア ル ヌ ル フ に委 ね る。

この アル ヌル フが ， 所 謂 ア ル ヌ ル フ ・フ ォ ン ・ケ ル ンテ ンArnulf von K舐n-

tenで あ る。 こ の 名 か ら して， ア ル ヌ ル フ に は 当 初 カ ラ ン タ ニ アKaranta一

'
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nien=K舐ntenの 統 治 の み が委 ね られ た の で あ ろ う。878年 ， 父 王 カ ー ル マ

ンが卒 中 で倒 れ る。880年 に彼 が死 ぬ と， バ イエ ル ンは， 次 弟 ル ー トヴ ィ ヒ

3世 ジ ュ ニ アの 統 治 下 に入 るが ， この ル ー トヴ ィ ヒ も882年 死 去 ， バ イエ ル

ンは ル ー トヴ ィ ヒの弟 ， カ ール3世 肥 満 王 の 手 に渡 る。 か つ て の 王 子 ， 発 展

へ の大 き な可 能 性 を秘 め たバ イエル ン王 国 王 子 アル ヌル フに は， 今 や ， カ ー

ル3世 の 臣 下 に成 り下 が る以 外 ， 手 の 打 ち よ うが 無 くな って しま う。

 この 経 過 を 当 時 の 東 フ ラ ンク王 国及 び 更 に 西 方地 域 に ま で視 点 を 広 げ て 見

る と一 一一カ ール マ ンの 次 弟 ル ー トヴ ィ ヒ3世 ジ ュニ ア は， 幸 運 に恵 ま れ る と

同 時 に そ の 政 治 的 軍 事 的 手 腕 も手 伝 って ， ロ ー ト リ ンゲ ンLothringenを 得

る。 彼 の国 は フ ラ ンケ ンFranken， ザ クセ ン， テ ィー リンゲ ンを含 む 強大 な

王 国 とな る。 しか し彼 も882年 に世 を去 る。 か く して， 三 人 兄 弟 の 中 で最 小

の領 地 を貰 った末 弟 カ ー ル3世 肥 満 王 が ， 今 や， 長 兄 カ ー ル マ ンが 入 手 して

い た イ タ リア王 国 を も獲 得 して 皇 帝 の称 号 を獲 得(881年) ， 二 人 の兄 の支 配

地 を含 め た東 フ ラ ンク王 国 全 域 の 支 配 権 を 掌 握 した の み な らず ， 更 に西 フ ラ

ンク王 国 の ル イ3世 と その 次 弟 カ ール マ ンの 相 次 ぐ急 死(882年 と884年)と

そ の 後 の 西 フ ラ ンク王 国 内 の混 乱 もあ って，885年 ， 東 西両 フ ラ ン ク王 国 を

統 治 す る皇 帝 にな る。

3.皇 帝 ア ル ヌ ル フ

 カ ー ル 大 帝 当 時 の 所 領 を一 手 に 収 め た カ ー ル3世 肥 満 王 に して み れ ば ，

バ イエ ル ン地 域 な どほ ん の付 け足 しで しか な い
。 彼 に は， バ イエ ル ンを， そ

の未 来 像 を描 きっ っ ， 統 合 ・統 治 す る意 志 は無 い。 彼 のバ イエ ル ン人 事 が そ

れ を明 示 す る。 彼 は， バ イエル ンを 代 官 エ ンギ ル デ ォEngildeo伯 に， ドナ

ウ地 域 を代 官 ア リボAribo辺 境 伯 に， カ ラ ンタ ニ アを アル ヌル フ に委 ね そ の

統 治 域 を 広 げ よ うと も しな い 。

 カ ール 肥 満 王 の 甥 アル ヌル フ ・フ ォ ン ・ケ ル ンテ ン は， モ ラ ヴ ィア王 国 国

王 ス ヴ ァ トプル ク1世 と平 和 条 約 を締 結 す る こ とに よ って東 方 情 勢 を 安 定 さ

せ っ っ(885年)， カ ラ ン タニ ア に権 力 基 盤 を固 あ る。 遂 に彼 は887年 ， バ イ
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エ ル ン人 と ス ラ ヴ人 か ら成 る強 力 な兵 を率 い ク ー デ タを起 こ し， 叔 父 カ ー ル

肥 満 王 を退 位 に追 い込 み， 自 ら広 大 な東 西 両 フ ラ ンク王 国 の支 配 者 に な る。

大 王 国 の国 王 に即 位 した もの の， 彼 は分 裂 状 態 に あ る 旧西 フ ラ ンク王 国 に は

関 心 を 示 さ な い。888年 ， 西 フ ラ ンク の有 力 者 た ち か らの西 フ ラ ンク王 国 国

王 へ の 即 位 要 請 を彼 は拒 否 す る。 西 フ ラ ンク王 国 で はパ リか らノ ル マ ン人 を

駆 逐 した ロベ ー ル 家Robertinerの パ リ伯 ウ ー ドUdoが コ ン ピエ ー一一3Com-

piさgneで 国 王 に推 挙 さ れ る。 ロ ベ ー ル 家 は， ラ イ ン河 中 流 域 の豪 族 で ， 後

に カ ペ ー 家Kapetingerの 祖 と な った 家 門， しか しカ ー ロ リ ン グ家 との血 縁

関 係 は持 た な か っ た ので ， 自 らの支 配 を固 あ る た め に は， 強 大 な東 フ ラ ンク

王 国 国 王 アル ヌル フ の承 認 が 欲 しか っ た。 ア ル ヌ ル フ は何 と言 って も カ ー ロ

リン グ家 の 末 裔。 そ こで ウ ー ドは888年8月 ヴ ォル ム スWormsに 赴 き， ア

ル ヌル フに托 身 を行 な い， アル ヌル フの 宗 主 的 支 配 権 を承 認 す る。 上 ブル グ

ン ドOberburgund国 王 ル ー ドル フRudolfも アル ヌ ル フの 宗 主 的 支 配 権 を 同

様 に認 め る。 ア ル ヌル フが この よ う に西 フ ラ ンク王 国 に関 心 を 示 さず， フ ラ

ン ク王 国 再 建 の意 図 を も持 た な か った理 由 につ いて は様 々 に憶 測 され て い る。

そ の 理 由 と して挙 げ られ る の は， ま ず 東 フ ラ ン ク王 国 の安 定 化 を 優 先 さ せ

カ ー ル肥 満 王 の轍 は踏 まぬ， と い う賢 明 な配 慮 が あ った か ら， とい う見解10)

もあ れ ば， 西 方 の分 立 諸 小 国reguliの 再 建 に彼 の貴 重 な エ ネ ル ギ ー は向 け ら

れ な い か ら， と い う趣 旨 の見 解11)も あ る。 ア ル ヌル フに は， 東 方 に不安 定 要

因 を抱 えつ つ ， 言 語 的 に も文 化 的 に も夫 々 独 自の 発展 を 遂 げた両 国 の基 盤 を

一 つ に統 合 す る こ とは不 可 能
， とい う認 識 が あ った に違 いな い。

 国 王 ア ル ヌ ル フは， バ イエ ル ンを最 大 の権 力基 盤 と し， レーゲ ン ス ブル ク

に宮 廷 を置 き こ こか ら兵 を各 所 に派 遣 す る  さな が ら， ル ー トヴ ィ ヒ2世

ドイ ッ人 王 の再 来 ， で あ る。 既 に モ ラ ヴ ィア王 国 と平 和 条 約 を締 結 して い た

10) Deutsche Geschichte imﾜberblick. Hrsg. von Peter Rassow.3.，�erar-

 beitete und erg舅zte Aufl.， hrsg. von Theodor Schieffer. J. B. Metzlersche

 Verlagsbuchhandlung. Stuttgart.1973.(以 後DGﾜ)S.99.

11) HBG Bd.1.5.278.
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彼 は，890年 に は ス ヴ ァ トプ ル ク1世 に ボ ヘ ミア を割 譲 し， モ ラ ヴ ィア と の

友 好 関 係 を強 あ る。 こ う して東 方 外 交 を精 力 的 に こ なす と同 時 に， 彼 は891

年11月1日 ， デ ィ レDyle河 畔 の レー ヴ ェ ンL6wen12)で ヨー ロ ッパ 西 北 部

を 悩 ませ て いた ノル マ ン人=ヴ ァィキ ンガ ー に勝 利 を 収 め， これ に よ り ロー

ト リンゲ ンと東 フ ラ ンケ ンは決 定 的 に ノル マ ン人 か ら解 放 され る。 彼 の名 声

は一 挙 に上 が る。 一 方 ， ア ル ヌル フか らボ ヘ ミア地 域 を割 譲 さ れ た モ ラ ヴ ィ

ア王 国 は， そ の後 益 々力 を っ け， ボ ヘ ミア， シ ュ レジ アSchlesien ， ドナ ウ

盆 地 の一 部 を も併 合 ， 更 にパ ンノ ニ ア辺 境 域 に ま で迫 って来 た。 そ こ で モ ラ

ヴ ィア の こ れ以 上 の強 大 化 を怖 れ た ア ル ヌ ル フ は，892年 ， ス ヴ ァ トプ ル ク

1世 に戦 い を仕 掛 け る。 この 戦 いで アル ヌル フ に味 方 を した の が， ス ラ ヴ人

ブ ラ ズ ラ ヴ ォBrazlawo13)或 いはBreslaw公 と， マ ジ ャール 人 だ った 。 この 闘

い で ス ヴ ァ トプル ク側 は決 戦 を避 け籠 城 戦 術 を採 った た め， アル ヌル フ は4

週 間 に亙 る攻 囲 の後 ， 引 き上 げ る。 しか し， マ ジ ャー ル人 を味 方 に付 け た こ

と に関 して直 ぐ， ヨー ロ ッパ に マ ジ ャー ル人 を呼 び込 む とは何 た る こと!

との 批 判 の声 が あ が る一 一一862年 に ル ー トヴ ィ ヒ2世 ドイ ッ人 王 の長 男 カ ー

ル マ ンが 既 に モ ラ ヴ ィア対 策 で マ ジ ャール 人 と共 同 作 戦 を 行 な って は いた の

で あ るが一 一。 国 王 アル ヌル フ に して み れ ば ， 当 時 益 々 勢 力 を 増 大 して いた

モ ラ ヴ ィア こそ 彼 の 王 国 に と って の最 大 危 険 要 因 だ った の で あ り
， そ れ に ，

マ ジ ャー ル人 に つ い て は当 時 はま だ充 分 に情 報 が掴 め て い な か った
， とい う

事 情 もあ った の で あ ろ う。

 こ の モ ラヴ ィア侵 攻 の際 に ア ル ヌ ル フか ら援 軍 を依 頼 さ れ た マ ジ ャー ル人

12)現 在 の ベ ル ギ ー地 域 。

13) Ferenc Majoros und Rill Bernd：Bayern und die Magyaren . Die Geschichte

 einer elfjahrhundertj臧rigen Beziehung. Regensburg. Pustet.1991. S.12に よ

 れ ば， ア ル ヌ ル フ ・フ ォ ン ・ケ ル ンテ ンは， この戦 役 の際 に ドナ ウ北 岸 に建 設 さ

 れ た 橋 頭 堡 に， こ の作 戦 に協 力 し た ブ ラ ズ ラ ヴ ォBrazlawo或 い はBreslaw公

 の 名 に因 ん で ，Brezauluspurcと い う名 を与 え た。 これ がBrezesburgを 経 て プ

 レス ブ ル クPreBburgに な った。 因 み に現 地 名 はBratislava。
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は894年 ア ル ヌル フを訪 れ， 再 度 援 軍 と して 自分 た ち を使 って くれ るよ う，

頼 ん だ ら しい。 ア ル ヌ ル フが そ れ を聞 き入 れ ぬ と分 る と， 彼 らは， そ の帰 途 ，

パ ンノ ニ アで 掠 奪 行 為 を働 く。 これ を知 った ア ル ヌ ル フ は， マ ジ ャー ル人 対

策 と して 要 塞 や 避難 場 所 を建 設 す る と同 時 に， サ バSave河 畔 の伯 領(後 に

クラ ィンと呼 ばれ る地域)に は ラー トル ト伯Ratold von Ebersbergを ， カ ラ ン

タニ ア と上 パ ンノ ニ アOberpannonien14)に はル ー イ トポ ル トLuitpold伯 を，

ス ラヴ ォニ ァ と下 パ ンノ ニ ァ15)には ス ラ ヴ人 の ブ ラ ズ ラ ヴ ォ公 を投 入 す る。

 894年 ， ス ヴ ァ トプル ク1世 は死 ぬ 。 王 国 を 継 いだ 二 人 の息 子 モ イ ミー ル

と ス ヴ ァ トプル ク2世 は，895年 ， ア ル ヌ ル フ に和 を求 あ， 和 平 協 定 締 結 に

導 く。 この 機 会 を 捉 え て ボヘ ミア は独 立 し， ボヘ ミアの 二 人 の侯 が 新 た に ア

ル ヌル フ に托 身 を 行 な う。

 896年 ， 国 王 アル ヌル フ は皇 帝 に な る。897年 モ ラ ヴ ィア に攻 撃 され た ボ

ヘ ミア は アル ヌル フに助 けを 求 め る。 しか しこの年 モ ラ ヴ ィ アで 両 兄 弟 間 の

争 い が起 こ る。 これ を利 用 して アル ヌル フ はモ ラ ヴ ィ アを 攻 略 す る。899年

12月8日 ， 皇 帝 アル ヌル フ は死 去 ， 彼 の 息 子 ル ー トヴ ィ ヒ4世 幼 童 王Lud-

wig IV. das Kindが7歳 で国 王 に即 位 す る。 しか し王 室 の弱 体 化 を， バ イ エ

ル ン， ザ クセ ン， テ ィー リンゲ ン， シ ュ ヴ ァー ベ ン， ロー ト リ ンゲ ン， フ ラ

ンケ ン等 の諸 侯 は見 逃 さな い。 ま た， 世 人 の 眼 は東 方 の マ ジ ャー ル 人 に 向 け

られ て い る。 レー ゲ ンス ブル クで は既 に894年 に マ ジ ャー ル人 が パ ンノニ ア

で行 な った残 虐 行 為 が知 られ て い た か らで あ る16)。

14) ドナ ウ盆 地 の フ ィ シ ァ河Fischa(ウ ィー ン東 方20km辺 で ドナ ウ右 岸 に流 れ

 込 む)と ラ ー プ河 の 間 の 地 域 。

15) ドナ ウ盆 地 の ラ ー ブ河 と ドラバ 河Drauの 間 の 地 域 。

16) DGﾜ5.99.



12

4.マ ジ ャ ー ル 人

 マ ジ ャー ル人17)の西 方 へ の最 初 の進 出 は， 上 述 の よ うに，862年 とさ れ る

が18)，そ の後 凡 そ20年 間 マ ジ ャー ル人 につ い て の情 報 は絶 え る。862年 頃 の 彼

らの居 住 域 は，ア ー テ ル ク ズEtelk6zと 呼 ば れ ， ドナ ウ河 口 を 含 む黒 海 北 部

に広 が る黒 海 低 地 辺 りだ った よ うで あ る。 マ ジ ャ ー ル人 の 祖 先Majgharil9)

は， も と もと は ヴ ォ ル ガ 河Wolga及 び オ カ 河Oka流 域 に居 た が， そ こか ら

この 肥 沃 な黒 海 低 地 に移 動 した の は822-26年 の頃 ， テ ユル ク系 の強 大 な ハ

ザ ー ル帝 国(或 いは汗 国)Chazarenreichが 内 戦 に よ り荒 廃 した頃
， と され，

移 動 の 理 由 は， 河 川 に よ る輸 送 を 行 な って い た ノ ル マ ン系 ヴ ァ ィキ ン ガ ー

(ヴァレーガーWar臠erと もル ーシとも呼ばれ る)と 関 連 あ り， と され る。 つ ま

り， 河 川 輸 送 を 通 じて ア ラ ビア人 と直 接 交 易 を行 な って い た ノ ル マ ン人 に

と って南 ロ シア で掠 奪 行 為 を働 くマ ジ ャー ル人 が 邪魔 にな った の で あ る
。 そ

こで マ ジ ャー ル人 は， ル ー シに追 い 出 さ れ る形 で そ の地 を離 れ南 方 に 向 か い
，

822年 頃 ， バ ザ ー ル汗 国 西 方 に姿 を現 した訳 で あ る。 マ ジ ャー ル人 は バ ザ ー

ル帝 国 に と って も脅 威 と な る厄 介 な存 在 で
， マ ジ ャー ル人 が この地 に移 動 し

て 来 た た あ ， バ ザ ール 人 は彼 らとの 間 に防 御 施 設 を建 設 した ほ どで あ った
。

新 天 地 ア ー テ ル ク ズへ の移 動 過 程 で フ ィ ン=ウ ゴ ル系finnisch-ugrischの マ

ジ ャー ル人 が ア ル タイ=テ ユル ク系altaisch-t�kisch20)の オ ノ グ ル人 と合 体
，

17) Brockhaus-Enzyklop臈ie.19.， v�lig neu bearbeitete Aufl . Mannheim.

 1990.Bd.14. S.41に よれ ば ， ハ ンガ リー人 の96.6%が マ ジ ャー ル人 を 自認 す る。

 ハ ン ガ リー人 と マ ジ ャ ー ル人 の関 係 は 「日本 人 」 と 「大 和 民 族 」 の関 係 の よ うな

 もの。

18) Szabolcs de Vajay：Der Eintritt des ungarischen St舂mebundes in die

 europ臺sche Geschichte. von Hase&Koehler Verlag. Mainz.1968。(以 後

 Vajay)5.11.

19)Majghari人 は， 古 くか らヴ ォ ル ガ河 一 オ カ河 地 域 に居 住 したMeschchera人

 と同 一・， と さ れ て い る。

20) ど ち ら も非 印 欧 語 系 の言 語 ，ウ ラ ル=ア ル タ イ語 族 に属 す る。 これ らの言 語 は紀

 元 前4000年 頃 の ウ ラル 地 方 及 び カ マ河 ・オ ビ河 流 域 に そ の起 源 を持 っ ，と さ れ る。
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両 種 族 は 「血 の契 りBlutskontrakt」21)を 交 わ して新 国 家 を建 設 す る(ド イツ

語 のUngarn， Magyarenの 語 源 はOnogur， Majghari)22)。 この 頃既 に彼 らの新 国

家 北 辺 に は ノ ル マ ン系 ヴ ァ ィキ ンガ ー の主 導 で キ ー エ フ王 国23)が建 国 され て

い た。 一 方 ， マ ジ ャー ル人 と オ ノ グ ル人 か ら成 る新 国 家 の軍 事 力 は当 時 周 辺

に脅 威 を与 え て い た の で， バ ザ ー ル 帝 国 は， 新 国 家 と は， 時 に争 う こ と は

あ って も，9世 紀 半 ば か ら平 穏 な同 盟 関 係 に あ った 。 しか しこ の新 国 家 は，

東 をバ ザ ー ル帝 国 に塞 が れ， 北 を キ ー エ フ王 国 に塞 が れ た た あ， 西 に活 路 を

見 出 さ ざ る を得 なか っ た。

 862年 ， 初 あ て西 欧 に， 恐 ら く東 フ ラ ンク王 国 の東 部 に， マ ジ ャ ー ル人 が

出 現 した の に は以 上 の よ うな背 景 が あ っ たが ， そ れ だ けで な く， 東 フ ラ ンク

王 国絡 み の事 情 も あ っ た。 既 述 の よ う に， 東 フ ラ ン ク王 国 国 王 ル ー トヴ ィ ヒ

2世 ドイ ッ人 王 は， モ ラ ヴ ィ ア大 王 国 の 急成 長 に神 経 を尖 らせ， 王 国東 部 の

境 界 域 を再 編 し防備 を 固 あ て い た。 しか し， ル ー トヴ ィ ヒ ・ドイ ッ人 王 の長

男 カ ー ル マ ン が，861年 ， 父 王 に反 逆 す る。 そ の と き 彼 は モ ラ ヴ ィ ア 公 ラ

テ ィス ラ フ と手 を結 ぶ。 す る と ラ テ ィ ス ラ フ はカ ー ル マ ンに マ ジ ャー ル人 を

仲 介 す る。 従 って862年 ドナ ウ周 辺 に姿 を現 した マ ジ ャー ル人 は カ ー ル マ ン

の援 軍 だ った の で あ る24)。西 方 進 出 を狙 って い た マ ジ ャー ル人 に と って ， こ

21)Georg Spitzlberger：Die Ungarnst�me des zehnten Jahrhunderts. In：

  Beitr臠e zur Heimatkunde von Niederbayern. Bd.1.1967.(以 後Spitzlber-

  ger)S.137に よれ ば，契約 締結 に関わ る出席者全員 が腕 の血 管か ら血 を採 って

  混ぜ合 わせ それを全員 で飲 み永遠 の誓 いとす る儀式。 これ はバ ザール人か ら受 け

  継 いだ もの。現代 の予防 医学 ・公衆衛生学 の観点 か らは考 え られ ない彼 らの仕来

  た り。

22) Vajay 5.12.

23) 13世 紀前半 にモ ンゴル人 の支配下 に入 り， 以後遊牧騎馬民族 に蹂躙 され るが，

  後 にロ シア帝国 に発展 す る。新版世 界各国史20： ポー ラン ド・ウクライナ ・バ

  ル ト史.伊 東孝之 ・他編.山 川出版 社.1998年.96頁 以下 によれ ば， この建国

  に はノルマ ン系商人団 と トルコ系バザ ール汗国が関わ り，商人団長の娘 と汗国の

  王子 との婚姻で王朝が成立す る。 この商人団の扱 う主要商品 は奴隷で，買 い手 は

  ア ラブ人 とユ ダヤ人。

24) Vajay 5.14.
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れ は渡 りに船 ， で あ り， 彼 らは， 偵 察 を兼 ね て， ドナ ウ河 に 出現 した訳 で あ

る。 この時 既 に レー ゲ ンス ブ ル ク は マ ジ ャ ー ル人 に対 す る恐 怖 の念 に襲 わ れ

た， と言 われ る25)。

 881年 ， マ ジ ャー ル軍 が ， 前 衛 と後 衛 を従 え， 堂 々 た る編 成 で， ウ ィー ン

山 地 に姿 を 現 す。 この 時 もモ ラ ヴ ィア公 ス ヴ ァ トプル ク と同盟 して の こ とで
，

東 フ ラ ン ク王 国軍 と二 度 戦 闘 を交 え た だ け で マ ジ ャー ル人 は帰 路 に つ く。 こ

の マ ジ ャー ル軍 との 顔 合 わ せ は， カ ー ル マ ンの 庶 子 ア ル ヌ ル フ(フ ォ ン ・ケ

ル ンテ ン)に と って も， マ ジ ャー ル人 に と って も， 有 意 義 で あ っ た。 後 に国

王 と な る ア ル ヌル フ は マ ジ ャール 軍 騎 兵 隊 の 優 れ た 戦 力 を 知 る機 会 を得 た
。

当 時 の 東 フ ラ ンク王 国 軍 は， 重 い鎧 を身 に着 け て地 上 を 這 いず り回 って い た
。

騎 馬 で の戦 い に は ま った く不 慣 れ。 弓矢 を駆 使 す るマ ジ ャー ル軍 騎 兵 隊 の 機

動 力 を眼 前 に して ア ル ヌ ル フは舌 を巻 い た こ と で あ ろ う。 一 方 ， マ ジ ャー ル

人 に と っ て は， ドナ ウ盆 地 を通 って 東 フ ラ ンク王 国 国 境 域 に通 じる道 ， 言 わ

ば， 黄 金 の西 方 へ の門 ， を 発 見 した こ とが 収穫 で あ っ た
。

 と こ ろで，9世 紀 後 半 ， ペ チ ェネ ー グ人Petschenegenに た び た び劫 掠 され

た バ ザ ー ル人 は彼 らを追 い払 う。 追 わ れ て西 に 向 か った ペ チ ェ ネ ー グ人 は マ

ジ ャー ル人 居 住 域 に侵 入 し掠 奪 を繰 り返 す 。 そ の た あ マ ジ ャー ル人 は西 方 の

ドナ ウ盆 地 へ の移 住 を決 意 す る。 しか し同 盟 関 係 に あ る モ ラ ヴ ィア の ス ヴ ァ

トプ ル ク公 が そ れ に抵 抗 す る。 マ ジ ャ ール 人 の 欠 落 に よ って モ ラヴ ィア大 王

国 構 想 の 一 端 が 崩 れ るか らで あ る。 そ こで マ ジ ャ ール 人 は彼 に， これ まで の

軍 事 協 力 の 見返 りに モ ラ ヴ ィア領 の一 部 を 自分 達 に提 供 す るよ う， 要 求 す る

が， 拒 否 さ れ る。 この情 勢 は， モ ラヴ ィア の脅 威 を取 り除 こ う と して い た 東

フ ラ ンク王 国 国 王 ア ル ヌ ル フ に と っ て， モ ラ ヴ ィア攻 撃 の願 って もな い好 機
。

ア ル ヌ ル フ は マ ジ ャー ル人 と和 解 の上 ， 彼 らと反 モ ラ ヴ ィア 同盟 を結 成 し
，

892年 モ ラ ヴ ィア に 出 陣， マ ジ ャー ル人 は モ ラ ヴ ィア を 叩 き， ドナ ウ盆 地 へ

25)Rudolf L�tich：Ungarnz�e in Europa im 10 . Jahrhundert. Verlag von

 Emil Ebering. Berlin.1910.(以 後L�tich)S.20.
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去 る。894年 ， アル ヌル フ は更 に ボ ヘ ミア を服 従 させ る。 東 方 の 外患 を 断 ち

背 後 を固 め た ア ル ヌ ル フは，896年2月22日 ， ロー マ で 帝 冠 を 戴 く。

5.西 方世界の論理

 東フランク王国国王アルヌルフが戴冠 した頃，フランク王国は東部 も西部

も解 体 の危 機 に 瀕 して いた。 か て て 加 え て ， 地 中 海 域 で は ア ラ ブ人 が スペ イ

イ や シ シ リ ア， プ ロ ヴ ァ ン ス や イ タ リ ア の 海 岸 を 荒 ら し
， 大 陸 北 部 で は

ヴ ァ ィキ ンガ ーが イ ギ リス や フ ラ ン ス， フ リー ス ラ ン ドや ザ クセ ンを蹂 躙
，

東 欧 で は モ ラヴ ィア人 に続 い て マ ジ ャー ル人 が跋 扈 して い た。 だ が， 後 に見

る よ う に， 西 方 諸 国 は， これ ら野 蛮 な移 動 民 族 を どん な に軽 蔑 す る にせ よ
，

自 らの利 益 を追 求 す る段 に な る と， 彼 らとの 同 盟 す ら厭 わ な い。

 895-96年 に ドナ ウ盆 地 ， 凡 そ ドナ ウ河 と タ ィス 河Thei13の 間 の地 域 ， に

入 った マ ジ ャー ル人 は， この地 に ウ ゴル ス カUgorska(>Ungarn)と 言 う名

を 与 え る26)。以 後 ， 本 稿 で も彼 らを 「ハ ンガ リー人 」 と呼 ぶ 。 ハ ンガ リー人

は当初7部 族 か らな って い たが ， この頃 に は3部 族 ， 東 部 の ジュ ラ族Gyula，

西 部 の ポ ル カ族Horka， ポル カ族 近 辺 の ア ー ルパ ー ド族A .rp臈en， に収 斂 し

て い た。 二 人 国 王 制 の 元 ， ア ー ル パ ー ドﾄrp臈と クル サ ー ンKursz舅が 国

王 を 務 め， 西 方 侵 寇 の主 導 権 を 取 った の は ポ ル カ族 の 名 将 ブ ル チ ュBulscu

で あ っ た。 ブ ル チ ュ は， ハ ンガ リー人 の西 方 へ の窓 口役
， 西 方 の人 間 は諸 種

の 問 題 を 彼 に持 ちか け た27)。

 彼 らハ ンガ リー人 は， こ の新 天 地 で ブル ガ リア の シ メオ ンSimeonに 脅 か

さ れ る。 そ ん な時 ， ハ ンガ リー人 は ビザ ン ッ帝 国 皇 帝 レオ ン6世Leon VI .

か ら同盟 を求 め られ る。 理 由 は， 当 時， ビザ ン ッ帝 国 の 南方 は ア ラ ブ人 に荒

らされ ， 北 方 は ブ ル ガ リア の シメ オ ンに脅 か さ れ て い た か らで あ る
。 ハ ンガ

リー人 は ビザ ンッ帝 国 の軍 船 に乗 って ドナ ウ河 を遡 りブ ル ガ リア に侵 入
， ブ

26)  Spitzlberger 5.139.

27)  Spitzlberger 5.141.



16

ル ガ リア軍 に打 撃 を与 え る。 更 に ア ラブ人 に海 戦 を挑 み これ を打 破 す る。 し

か し， ア ラ ブ人 の 脅 威 か ら解 放 され た ビザ ンッ皇 帝 レオ ン は，895年 ， ブ ル

ガ リア と和 睦 して ブル ガ リア に ハ ン ガ リー 人 を攻 撃 させ る。 シ メ オ ン は ペ

チ ェ ネ ー グ人 や モ ラヴ ィア人 と も連 合 し， ハ ンガ リー軍 の根 絶 を図 る。 ハ ン

ガ リー人 は大 敗 北 を喫 す る。 しか し， 更 に追 い討 ち を掛 けて き た ブ ル ガ リア

軍 を， ハ ンガ リー王 の一一人 ア ー ルパ ー ドﾄrp臈が 撃 滅 す る。 これ に よ り ブ

ル ガ リア の ドナ ウ盆 地 支 配 は終 りを告 げ る。

 この一 部 始 終 を注 視 して い た皇 帝 ア ル ヌ ル フ はハ ンガ リー人 と同 盟 を結 ぶ 。

ハ ンガ リー人 は， この 同盟 を尊 重 ， 皇 帝 ア ル ヌ ル フ存 命 中 は フ ラ ンク王 国 領

も下 パ ンノ ニ ア も荒 らさ な い。 とい うの も西 南 方 に は繁 栄 を謳 歌 す る豊 か な

北 イ タ リアが 広 が って い た か らで あ る。898年 ， 彼 らは イ タ リア を初 侵 寇 す

る。899年 の ハ ンガ リー人 に よ る ロ ンバ ル デ ィアLombardei侵 寇 は大 規 模 で ，

ア キ レ イァAquileja， トレヴ ィソTreviso， ヴ ェ ロー ナVeronaを 掠 奪 ， イ タ

リア 国 王 ベ レ ンガ ルBerengar28)の 首 都 パ ヴ ィ ァPaviaに ま で 肉 薄 した 。 ハ

ンガ リー 人 の 力 を 過 小 評 価 して い た べ レ ン ガ ル は ブ レ ン タBrenta29)河 畔 の

戦 いで 大 敗 北 を喫 す る。 こ の敗 北 か らベ レ ンガ ル は大 き な戦 略 的 教 訓 を引 き

出 す 。 即 ち， 従 来 の戦 術 で は到 底 屈 服 させ られ な い こ の相 手 と同 盟 す れ ば，

彼 らが 今 後 は 自分 に と っ て強 力 な武 器 に な ろ う30)， と結 論 した訳 で あ る。 翌

900年 ， ハ ンガ リー人 は， ヴ ェ ネ ツ ィアVenedigを 攻 撃 す る が， 近 郊 の町 に

火 を か け る程 度 で 終 る。905年 まで に は べ レ ンガ ル はハ ンガ リー人 と何 らか

の協 定 に達 して い た よ うで あ る。

28)当 時 ， 皇 帝 ア ル ヌ ル フ は べ レ ン ガ ル と 対 立 し て い た 事 情 も こ の 侵 寇 に 噛 ん で い

 る よ う で あ る 。Vajay S.14参 照 。

29)北 イ タ リ ア の ヴ ェ ネ ツ ィ ア 近 辺 を 流 れ ， ア ド リ ア 海 に 注 ぐ 。

30) Heinrich B�tner：Die Ungarn， das Reich und Europa bis zur Lechfeld-

 schlacht des Jahres 955. In：Zeitschrift f� bayerische Landesgeschichte Bd.

 19.C. H. Beck'sche Verlagsbuchhandlung MUnchen.1956.(以 後B�tner)S.

 439.
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899年12月8日 ， ハ ンガ リー の同 盟 者 皇 帝 ア ル ヌル フが死 去 す る
。

6.プ レス ブル クの戦 い

 マ ジ ャー ル 人 が バ イエ ル ンに と っ て真 の 危 険 要 因 に な る の は， 彼 らが ペ

チ ェネ ー グ人 に よ って黒 海 沿 岸 の居 住 地 を追 わ れ， 西 方 に新 天 地 を求 あ 出 し

て か らで， そ の後 凡 そ半 世 紀 間 ， 西 方 世 界 はハ ンガ リー人 の侵 寇 に苦 しむ
。

 皇 帝 ア ル ヌ ル フが 死 去 す る と状 況 は一 変 す る。 聖 界 の影 響 を強 く受 け た新

王 ル ー トヴ ィ ヒ4世 幼童 王 は， アル ヌル フが ハ ンガ リー と結 ん だ 同 盟 を， 異

教 徒 との 同盟 ， と非 難 し承認 しな い。 更 に， ス ラ ヴ ォニ アSlawonien公 で 下

パ ン ノニ ア代 官 ブ ラズ ラヴ ォ も
， ハ ンガ リー人 こそ今 後 の パ ン ノニ ア に と っ

て危 険 要 素 ， と考 え ， こ の 同 盟 に 反 対 す る。 そ こで ハ ンガ リー人 は使 節 を

レーゲ ンス ブル ク に派 遣一 ・偵 察 も兼 ね て で あ ろ う一 一
， 同 盟 の更 新 を要 請

す るが ， 使 節 は追 い帰 され る。 直 ち に ハ ンガ リー人 はパ ンノニ ア に侵 攻
， 下

パ ン ノニ ア代 官 ブ ラズ ラヴ ォを死 に至 ら しあ
， パ ン ノニ ア は ハ ンガ リー 人 の

占拠 す る と ころ と な る。 今 やハ ンガ リー人 が バ イエ ル ン人 の 直接 の 隣人 に な

る。 彼 らの行 動 は， 皇 帝 ア ル ヌ ル フ没 後 の国 情 を計 算 に入 れ て の こ と
， だ っ

た。

 900年11月20日 ， ハ ンガ リー人 が大 挙 して バ イエ ル ンに 侵入 す る。 辺 境

伯 ル ー イ トポ ル トは， パ ッサ ゥ司 教 リー ヒ ァルRicharと 共 に リ ン ッLinz近

傍 の ドナ ウ河 畔 で 初 め て ハ ンガ リー人 と戦 い， ハ ンガ リー人 騎 兵 凡 そ1200

名 の命 を奪 う。 しか し主 力 部 隊 は大 き な荷 物 を背 負 いつ っ も既 に戦 場 を去 っ

て いた 。 彼 は， 急遽 ， ドナ ウ左 岸 に要 塞 エ ン ス ブル クEnnsburgを 新 設
， ハ

ンガ リー 人 の襲 撃 に備 え る。

 901年4月18日 ， カ ラ ン タ ニ ア に ハ ンガ リー 人 が 侵 入 し掠 奪 を す る。 し

か し， 多 くの掠 奪 品 を背 負 っ た彼 らは， 帰 路 ， バ イエ ル ン軍 に撃 破 され る。

 ハ ンガリー人の 「掠奪品」は物品に限 らない。彼 らは人間をも捕まえ，身

代金を要求 したり売買 したりする。奴隷売買は高収益をもたらした。従 って，

彼らが帰国する際には必ず捕まえた人間を引き連れている。彼 らはアーテル
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クズに居住 していた当時から捕虜売買 に関わっていた。当時の捕虜は主 とし

てスラヴ人であったが，今や西方の人間が捕虜 ・奴隷になる。彼 らは西方で

も奴隷を売 る。売買の恐怖に慄 いた領民 は，すべての拘束をかな ぐり捨てて，

逃亡する。領主制度の崩壊に通 じる現象である。ハ ンガリー人は帰国後は自

分たちの不得意な耕作を奴隷にやらせる。売ると決あられた奴隷はアラブ人

やユダヤ商人に引き取 られたり，或いは ドナウ河を舟で黒海沿岸の奴隷市に

運ばれる。奴隷売買が当時如何に一般的現象であったかは，904年 頃， ルー

トヴィヒ幼童王の下命でルーイ トポル トがまとめた 「ラフェルシュタ ト関税

規定Raffelst舩ter Zollordnung」 に余すところなく示されている。 この規定

の中には，若 い女及び雄馬 は3分 の1金 シリング，若い男及び雌馬は2分 の

1金 シリングを関税 として徴収する， との文言があるのである31)。人身売買

への批判 は皆無である。

 ハンガリー人の掠奪対象になった若い女や中年女性は彼らの性欲充足のた

めに彼 らの手元に置かれる。 この彼らの行為は民族の深層にまでその影響を

及ぼす。人種混淆が起 きたのである。 モンゴル ・コーカサス系の彼ら民族の

血にスラヴ及びゲルマン及びラテンの血が混 じり，それは，骨格を変えたの

みならず，その心情にまで変化を惹き起 こす。ハ ンガリー人は身近な性欲対

象か らキ リス ト教を知 りその文化 を受容す るに至 った32)，と言えよう。 イ

シュトヴァーン1世(後 の聖シュテファン1世 ：在位997-1038)の キリス ト教受

容の背景 として， このことの持っ意義は大きいと言えよう。

 902年33)， ハンガリー人の侵寇を軍事的に解決できない東 フランク王国上

層部 は，ハンガリー人 と和平を結ぶ手筈を整え，フィシァ河畔で交渉を持っ。

31) Die Chronik Bayerns：Hrsg. von Hans F. N臧bauer.3.，�erarbeitete u.

 aktualisierte Aufl. Chronik Verlag. M�chen.1994.5.61

32) Spitzlberger S.161.

33)904年 説 も あ る。Vajay 5.38及 びWilhelm St6rmer：Ostfr舅kische Herrschafts-

 krise und Herausforderung durch die Ungarn. In：Forschungen zur Geschich-

 te der St臈te und M舐kteﾖsterreichs. Bd.4.(以 後St�mer)S.59参 照 。
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そ して宴 会 を 開 きハ ンガ リー国 王 の一 人 ク ル サ ー ン公 以 下 従 者 を招 く。 が，

バ イエ ル ン人 は ク ル サ ー ン公 以 下 全 員 を殺 害 す る一.一 「ニ ー ベ ル ンゲ ンの歌

Nibelungenlied」 後 段 を想 わ せ る事 件 で あ る。 この 謀 殺 へ の 復 讐 は 直 ち に は

行 な わ れ な か っ た。 と言 うの も， ク ル サ ー ン公 が 殺 害 さ れ た た め， ハ ン ガ

リー 人 は， 二 人 の 公 に よ る伝 統 的 支 配Doppelf�stentum34)を 捨 て一 人 の 公

に よ る支 配 へ 変 更 した 結 果， 国 内 に騒 擾 が生 まれ た ら しい ので あ る。 これ 以

後 ア ール パ ー ド公 が 支配 者 に な る。

 ハ ンガ リー人 は国制 変 更 と同 時 に戦 術 転 換 を も行 な う。 即 ち， 従 来 ， イ タ

リア を も掠 奪 対 象 に して い た が， そ れ を止 あ， 彼 らの影 響 力， 換 言 す れ ば攻

撃 目標 ， を主 と して， バ イエ ル ンや ザ ク セ ンに隣 接 す る モ ラ ヴ ィア や ボ ヘ ミ

ア に絞 る こと にす る。906年 ， モ ラ ヴ ィア はハ ンガ リー人 の襲 撃 に よ り解 体

し， ス ヴ ァ トプル クの 二 人 の 息 子 が 早 速 犠 牲 にな る。

 906年6月25日 ， ハ ンガ リー人 は初 め て ザ クセ ンに 侵 寇 す る。 エ ー ル ッ

山 脈Erzgebirgeの 北 に 居 住 す る ス ラ ヴ系 の ダ レ ミ ンッ人Daleminzen35)が ，

ザ クセ ン公 オ ッ トー2世Otto II.に圧迫 され ， ハ ンガ リー人 に救 援 要 請 した

か らで あ る。 彼 らは ザ ク セ ン軍 を打 ち砕 く。 女 た ち は， 半 裸 に さ れ， 互 い の

毛 髪 で結 び付 け られ， 家 畜 の よ うに引 き摺 られ て行 った， との こと。 これ を

き っか け に， ハ ンガ リー人 の掠 奪 行 は ドイ ッ の中 部 ・北 部 に拡 大 す る。

 こ の 間， バ イエ ル ンは ハ ンガ リー人 の 襲 撃 か らほ ぼ 免 れ た た め， 辺 境 伯

ル ー イ トポル トは，902年 に始 ま った フ ラ ンケ ンの 覇権 を 巡 るバ ーベ ンベ ル

ク家Babenbergerと コ ン ラ ー ト家Konradinerの 争 い， 世 に 言 う 「バ ー ベ ン

ベ ル ク家 の私 闘Babenberger Fehde」 に 関 わ る一 一・この こ とか らル ー イ トポ

ル ト自身 ハ ンガ リー問 題 を未 だ それ ほ ど は重 視 して い な か った こ とが知 れ よ

う。 この 私 闘 は906年 ， バ ー ベ ンベ ル ク 家 の ア ー ダ ル ベ ル トAdalbertの 斬

34) Vajay 5.37.

35)LMa Bd.3. Sp.439に よ れ ば ， 彼 ら は805年 の 資 料 に初 め て 登 場 し独 立 を 享 受

 して い た。929年 ハ ィ ン リ ヒ1世 に征 服 さ る。 ゾル ビ ア人Sorbenと の 関 係 は不

 明。
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首 を以 って終 り， 以 後 コ ン ラー ト家 が フ ラ ンケ ン公 位 に就 く。 この コ ン ラー

ト家 か ら出 た最 初 の東 フ ラ ン ク王 国国 王 が， コ ン ラー ト1世 で あ る。

 ハ ンガ リー人 の戦 術 転 換 は， 経 済 活 動 面 で も， ヨー ロ ッパ に大 きな変 化 を

もた らす 。 オ ス トマ ル ク とエ ル ベ河 との連 絡 ， ロ シ アや バ ル ト海 との連 絡 が

ぷ っつ り切 れ て しま った の で あ る。 ル ー イ トポ ル トは， そ の た あ， ハ ンガ

リー軍 圧 服 の た あ の 防衛 戦 争 を計 画， ル ー トヴ ィ ヒ幼 童 王 の許 可 を得 て， 軍

を集 あ る。 これ が成 功 す れ ば今 後 ハ ン ガ リー人 の 掠奪 か ら免 れ， ボ ヘ ミア，

モ ラ ヴ ィア， パ ン ノニ アが バ イエ ル ンの影 響 下 に戻 って くる可 能 性 が あ った。

 907年6月17日 ， ハ ンガ リー攻 撃 に 向 か う東 フ ラ ン ク王 国 軍 の 出 陣 式 が

新 設 の要 塞 エ ンス ブル クか ら程 遠 か らぬ ザ ン ク ト ・フ ロ ー リァ ンSt. Florian

で 行 な わ れ る。 これ に はル ー トヴ ィ ヒ幼 童 王 も列 席 し， 総 司令 官 ル ー イ トポ

ル トは 「公」 に昇 格 す る36)。ル ー イ トポ ル トは， この年 の アー ル パ ー ド国 王

の死 か ら生 ま れ たハ ンガ リー の不 安 定 な 国情 を も計 算 に入 れ て， ハ ンガ リー

軍 の徹 底 壊 滅 を狙 って い た。 この戦 い は敵 地 に侵 入 して の作 戦 で あ る。 バ イ

エ ル ン軍 は， 勢 力 を， 左 岸 軍 ・右 岸 軍 ・水 軍 ， に三 分 し， ドナ ウ河 沿 い に プ

レス ブ ル ク に 向 か う。 しか し7月4日 の緒 戦 で ハ ンガ リー人 は， 東 フ ラ ン ク

王 国 軍 を包 囲 戦 に誘 い 込 み， 矢 の 雨 を浴 び せ， 壊 滅 さ せ て しま う。 辺 境 伯

ル ー イ トポ ル ト公 ， ザ ル ッ ブ ル ク大 司教 テ ィー トマ ルThietmar， フ ラ イ ジ

ン グFreising司 教 ウ ー ドUdo， ゼ ー ベ ンS臙en司 教 ツ ァハ リ ァスZacharias

の他 ， 伯19名 ， 僧 院 長3名 等 ， 多 くの伯 が命 を失 う。 敗 走 す るバ イエ ル ン

兵 を追 って ハ ンガ リー 人 はバ イエ ル ン支 配 地 域 の奥 深 くエ ン ス河Ennsに ま

で 達 す る。 彼 らは掠 奪 も した。 僧 院 か ら奪 うの は， 聖 盃 ， モ ン ス トラ ン ッ，

ミサ服 ， 金 ・銀 ・真 珠 ・宝 石 の織 り込 み や嵌 あ込 み細 工 が され た高 価 な物 品

で あ る。 この時 の劫 掠 で パ ン ノニ ア か ら は教 会 が全 て 消 え去 った， と言 わ れ

る37)。902年 の クル サ ー ン公 謀 殺 事 件 の 落 し前 を彼 ら は き っ ち りっ け た の で

36) Vajay 5.42.

37)  Spitzlberger 5.148.
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ある。

 プレスブルクの戦いでバイエルンはエンス河東方の全辺境区を失い，結果

的にこの戦いはハ ンガ リー軍の戦略構想の大部分を実現させてしまう。バイ

エルンとの国境をエンス河まで押 し広げた彼 らは，イタリア王ベレンガルと

和平を締結， ドナウ周辺のスラヴ人を征圧，彼 らの行 く手を遮るものは今や

無 く，新たに獲得 したエンス河東域は彼 らの西方への出撃根拠地になる。

7.ア ル ヌル フ悪玉公

 プ レス ブル クの 合 戦 で 落 命 した ル ー イ トポル トは， アル ヌル フ国 王 に仕 え

た 王 国 第一 の 実 力者 。 ル ー トヴ ィ ヒ4世 幼童 王 治下 の 王 国 にお いて は宮 中顧

問官 を務 め， 王 国 の 中心 的 人物 と言 って い い存 在 。 彼 が， 国 王 アル ヌル フの

母 リ ゥ ツ ヴ ィ ン トLiutswindを 通 して38)，カ ー ロ リ ン グ家 と も姻 戚 関 係 に

あ った こ とは，彼 の実 子 に ア ル ヌ ル フ(後 のアルヌルフ悪玉公Arnulf der B6se)

とい う名 を与 え て い る こ とか ら も知 れ よ う。 この ル ー イ トポ ル トが ル ー イ ト

ポ ル ト家 の始 祖 で あ り， 同家 は， シュ ヴ ァー ベ ン公 家 と も縁 続 きの た め， こ

の後 ， バ イエ ル ン及 び シュ ヴ ァー ベ ンと大 き く関 わ る こ と とな る。

 ル ー イ トポ ル ト落 命 後 ， そ の実 子 ア ル ヌ ル フが 後 を継 ぐ。 父 ル ー イ トポ ル

トが 国 王 か ら諸 種 の 任 務 を拝 命 した の に対 して ， 実 子 ア ル ヌ ル フ は， 実 力 で ，

つ ま り王 命 を 経 ず して ， 父 の管 轄 下 の 領 土 を 引 き継 いだ ら しい。 ア ル ヌ ル フ

に して み れ ば ， カ ー ロ リ ング家 との 姻 戚 関 係 を 持 っ 以 上 ， 自分 が バ イエル ン

支 配 を 引 き継 ぐの は当 然 ， と判 断 して い た よ うで， 斜 陽 の カ ーOリ ング家 に

見切 りを っ け つ つ あ った バ イエ ル ン諸 侯 の支 持 も得 て い た ら しい。 アル ヌル

フは， しか し， 父 と異 な り， 宮 廷 に は一 切 出仕 しな か った。 そ して 王 勅 を 見

習 って発 せ られ た と思 わ れ る彼 の文 書 に は 「神 の恩 寵 に よ りバ イエ ル ン及 び

近 隣 を支 配 す る公Herzogア ル ヌル フ」 とい う肩 書 きを用 い た。 こ の時 ， オ

38)St6rmer S.56参 照 。 尚DGﾜS.99に よ れ ば， ル ー イ トポ ル トは皇 帝 ア ル ヌ ル

 フの 甥 。
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ス トマ ル ク は既 に失 わ れ て い る。 アル ヌル フの バ イ エ ル ン復 興 の並 々 な らぬ

意 欲 が こ こ に示 され る。 この アル ヌル フが， 主 体 的 に， つ ま り王 命 に よ って

で はな く独 自に， バ イエ ル ン救 済 の た あ， ハ ンガ リー問題 と関 わ る。 元 々，

ル ー イ トポ ル ト'家は ル ー トヴ ィ ヒ幼 童 王 等 に仕 え た役 人 の家 柄
， 他 の諸 侯 と

違 って所 領 に は恵 ま れ て い な か った。 家 臣へ の増 封 な ど 自力 で は で きな い。

そ こで ア ル ヌ ル フは新 た な軍 隊 を創 設 す る原 資 の獲 得 の た あ， ハ ンガ リー人

の襲 撃 に よ り荒 廃 し聖 職 者 も居 な くな って しま った教 会 領 を積 極 的 に世 俗 化

す るs臾ularisieren39)， っ ま り， 一 般 の 世 俗 領 ， この 場 合 は ル ー イ トポ ル ト

家 の 所領 ， に転 化 し， 戦 士 に与 え る封 の 原 資 と し， バ イエ ル ンに忠 実 な 家 臣

の増 幅 を 図 る。 この た め に彼 は教 会 関 係 の 年 代 記 者 か ら 「悪 玉 公der B�e」

と言 う綽 名 を頂 戴 して しま った の で あ る。 世 俗 化 が実 施 され た の は907-914

年 と され て い る40)。 この 間， アル ヌル フ と国 王 と の関 係 は良 く， 民 衆 に密 着

した教 会 と ア ル ヌ ル フ と の関 係 も一 般 に想 定 され る よ りは良 か っ た ら しい
。

何 しろ ア ル ヌ ル フ は一 心 にハ ン ガ リー人 対 策 に 取 り組 ん で い た し， ハ ン ガ

リー人 の最 大 の襲 撃 目標 は金 銀 財 宝 の溜 ま り場 で あ る諸 侯 の屋 敷 ， そ して教

会 並 び に僧 院 だ った か らで あ る。 しか し， 世 俗 化 に対 す る教 会 の上 層 勢 力，

特 に各 司 教 座 の反 感 は大 きか った。 これ に対 抗 す るに は彼 一 人 で は力 不 足 ，

そ こで 彼 は， 母 クニ グ ンデKunigundeの 兄 弟 で あ る シ ュ ヴ ァ ー ベ ン公 エ ル

ヒ ァ ン ガ ーErchangerと ベ ル トル トBertholdを 味 方 に つ け る
。 従 っ て，

シ ュ ヴ ァー ベ ンの 親族 と彼 との 同盟 は， 単 に 各 部 族 の 自主 性 擁 護 と い う地 域

エ ゴイ ズ ム に発 した だ け で な く， 国 内 の 強 力 な権 力機 関 へ の 対 抗 策 で もあ っ

た。 しか し， バ イエ ル ン と シュ ヴ ァー ベ ン とい う強力 な両 部 族 の結 合 は 自 ら

39) カ ー ロ リ ング家 宮 宰Karl Martell(†741)も カ ー ロ リ ング家 の発 展 基 盤 形 成 の

 た め 「世 俗 化 」を 行 な っ た 。余 り に 広 大 な 所 領 を 所 有 し て い たEucherius von

 Orl6ans(†738)の 所 領 没 収 が そ の 例 。 Vgl. Rudolf Schieffer：Die Karolinger.

 Stuttgart， Berlin-K61n-Kohlhammer.1992. S.47.及 びPierre Rich6：Die

 Karolinger.3. Aufl. DTV. M�chen.1995.5.56-59.

40) HBG Bd.15.282.
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の影 響 力 を強 あ よ う と して い た後 の コ ン ラー ト1世 の不 興 を買 う結 果 を生 む。

 東 部 領 土 の大 半 を失 った バ イエ ル ン人 ， かっ て な い大 勝 利 を収 あ たハ ンガ

リー人 ， 双 方 と も， 争 う こ とな く， 暫 くは平 和 に暮 ら した よ うで あ る。 これ

は， ル ー イ トポ ル トの後 を継 い だ ア ル ヌ ル フ とハ ンガ リー人 の間 に何 らか の

平 和 協 定 が 結 ばれ て い た た あ， とVajayは 推 測 す る41)。 そ してVajayは ，

ア ル ヌ ル フが 宮 廷 に皆 無 とい って い い ほ ど 出仕 しなか った こと， 及 び， ル ー

トヴ ィ ヒ幼 童 王 死 後 の国 王 選 挙 に立 候 補 しな か った の は， この平 和 協 定 と関

連 が あ るか らで は な いか ， とす る。 何 らか の協 定 が 存 在 した こと を証 す る文

献 は無 い。 だ が ， 遊 牧 騎 馬 民 族 の常 と して ， 彼 らと の協 定 は彼 らにす れ ば 口

頭 だ けで 充 分 な の で あ る。

 と ころ で ， ハ ンガ リー人 は防 御 を 施 され た地 域 を劫 掠 しな い こ とか ら，

907年 の プ レス ブル クの戦 い 以 後 ， 被 害 が 予 想 され る施 設 ・地 域 は周 囲 に防

御壁 を 巡 らせ た り， 岩 山 の 突 端 に築 城 す る こ とが 多 くな る。 一 般 人 の た め の

避 難 施 設Fliehburgも 建 設 され る。 この よ うな作 業 は， 特 に927年 か ら933

年 ま で の 「平 和 の 訪 れ」 の 間 に 進 捗 す る(例 ：ドーナ ゥシュ タ ゥフ城Donau-

stauf)。 中 世 後 期 以 後 ， 即 ち11世 紀 前 後 以 降 の西 欧 の築 城 術 は， ヴ ァ ィキ

ンガ ー か ら と同 時 に， ハ ン ガ リー人 対 策 か ら多 くを 学 ん で い るの で あ る。

 909年 ， ハ ンガ リー人 は初 め て シ ュ ヴ ァー ベ ンを劫 掠， 帰 路 フ ラ イジ ング

を 通 り， シ ュ テ フ ァ ン教 会Stephanskircheに 火 を放 つ 。 ア ル ヌ ル フ公 配 下

の兵 が彼 らの 若 干 の部 隊 を ロ ッ ト河 畔Rottポ ッキ ン グPockingで 打 破 す る。

これ は大 きな成 果 で は な か った が， 東 方 の危 険 か ら住 民 を護 ろ う とす るア ル

ヌ ル フの姿 勢 が充 分 に表 わ され て い る もの と言 え よ う。

 910年6月22日 ， シ ュ ヴ ァ ー ベ ンで ハ ン ガ リー 人 は王 国 軍 を制 圧 す る。

こ の時 ハ ンガ リー軍 は得 意 の 陽動 作 戦 を採 る。 相 手 に敗 走 と見 せ か け， 茂 み

に隠 れ， 敵 軍 を包 囲 網 の 中 に 呼 び込 み， そ れ か ら殲 滅 す る作 戦 で あ る。 幼 童

王 の軍 隊 は こ の戦 術 に 引 っ掛 か った。 意 気 揚 々帰 途 に就 く彼 らを ア ル ヌ ル フ

41) Vajay 5.45.
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悪 玉 公 の軍 勢 が 攻 撃 す る。 が ， 攻 撃 され た の はハ ン ガ リー軍 の一 部 に しか過

ぎず， 主 力 は大 量 の捕 獲 物 と共 に既 に エ ン ス河 の彼 方 に去 って い た。

 911年 ， ハ ン ガ リー人 は， バ イエ ル ン， フ ラ ンケ ン， シ ュ ヴ ァーベ ン， ア

レマ ニ ア を劫 掠 ， 更 に初 め て ライ ン河 に 出現 ， 西 フ ラ ンク王 国 を も侵 す 。 西

王 国 は この 戦 い で コ ン ラ ー ト家 の ライ ンガ ゥ伯 ゲ ー プハ ル トGebhard(後 の

東 フランク王国国王 コ ンラー ト1世 の伯父)を 失 う。 今 や ハ ンガ リー人 は東 フ ラ

ンク王 国 の 殆 どを 征 圧 した の み な らず 西 フ ラ ンク王 国 に も手 を付 け る
。 つ ま

り， 東 西 フ ラ ン ク王 国 は騎 馬 民 族 ハ ンガ リー人 の捲 き起 こす嵐 の真 っ只 中 に

あ った。 これ が ル ー トヴ ィ ヒ4世 幼 童 王 が死 去 した911年 当時 の状 況 で あ る
。

 911年9月24日 ， ル ー トヴ ィ ヒ幼童 王 が死 亡 し，11月 に は東 フ ラ ンク王

国 国 王 選 挙 集 会 が フ ォ ル ヒバ イ ムForchheimで 開 催 さ れ る。 そ の 集 会 に

バ イ エル ンと シ ュ ヴ ァー ベ ンは代 表 を送 らな い
。 選 挙 は フ ラ ンケ ン人 とザ ク

セ ン人 が主 導 し， 東 フ ラ ン ク王 国 国 王候 補 者 も この両 集 団 の指 導 者 コ ン ラー

トとハ ィ ン リヒの両 人 だ け。 恐 ら くア ル ヌ ル フ悪 玉 公 も， 家 柄 ・権 勢 ・軍 事

力 か ら して ， 問 題 無 く国 王 候 補 に な って い たで あ ろ うが ， ア ル ヌ ル フ悪 玉 公

自身 が ， 国 王 同 然 に振 舞 え るバ イエ ル ン王 国 か ら不 安 定 な東 フ ラ ンク王 国 に

乗 換 え る意 志 を 持 た な か っ たの で はあ る ま いか ， とい う推 測 もあ る42)。結 局 ，

フ ラ ンケ ン公 コ ン ラ ー トが 東 フ ラ ン ク王 国 国 王 に選 出 され(コ ンラー ト1世

Konrad I.)， カ ー ロ リ ング家 の血 を ひ く国 王 の伝 統 に終 止 符 が打 た れ る
。 ア

ル ヌ ル フ悪 玉 公 は即 位 式 に欠 席 す る。 この彼 の欠 席 をハ ンガ リー人 は
， ア ル

ヌ ル フが 王 国 の政 策 に追 随 す る もの で は な い
， と受 け取 る。

 912年 ， ハ ンガ リー人 は フ ラ ン'J”ンと テ ィ ー リ ンゲ ンを襲 う。 新 国 王 の反

応 を 見 る た あ の よ う で あ る が ， そ の帰 路 ， バ イ エ ル ンを 通 っ た ら し い が
，

バ イエ ル ン劫 掠 の記 録 は存 在 しな い
。

 912年 に は ア ル ヌ ル フ悪 玉 公 は ウ ル ムUlmの コ ン ラ ー ト1世 の 宮 廷 に 出

仕 し国 王 と の関 係 も円満 で あ った。 コ ン ラー ト1世 は913年 バ イエ ル ンへ の

42) HBG Bd.15.283.
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勢 力 の浸 透 を 図 る た あ， ア ル ヌ ル フ悪 玉 公 の母 ， つ ま りル ー イ トポ ル トの未

亡 人 クニ グ ンデ と結 婚 した りす る が， コ ン ラー ト1世 は この 間 に フ ラ ンケ ン

領 とな って い た ロー ト リンゲ ンを失 って しま う上 に，910年 以 後 厳 し さを加

え て きた ハ ンガ リー人 問 題 に も何 ら対 処 で きな か った。 彼 に は も はや， 軍 隊

を召 集 す る力 が無 か った， 諸 侯 を束 ね る権 威 が無 か った， の で あ る。

 913年 ， コ ン ラー ト1世 の所 領 の劫 掠 を意 図 して ハ ンガ リー 人 が 侵 寇 して

くる。 コ ン ラー ト1世 は ロー ト リンゲ ン防衛 に必 死 だ った の で ， ハ ンガ リー

人 はや す や す と ライ ン河 を渡 り， ブル グ ン ドに ま で 至 る。 だ が 彼 らは， 帰 路 ，

イ ン河 の ア シ ュバ ハAschbach辺 で攻 撃 され ， 捕 獲 物 と大 量 の 兵 を失 う大 敗

北 を 喫 す る。 東 フ ラ ン ク王 国側 の軍 隊 を 指揮 した の は， シ ュ ヴ ァーベ ン公 エ

ル ヒ ァ ンガ ー とベ ル トル ト， そ れ に ア ル ヌル フ悪 玉 公 だ った 。 アル ヌル フ に

して み れ ば， バ イエ ル ン公 と して の立 場 が あ った で あ ろ う。 兎 も角 この 勝 利

に よ り， ア ル ヌル フ悪 玉 公 の令 名 は東 フ ラ ンク王 国 に轟 く。

 ア ル ヌル フ悪 玉 公 は従 来 の戦 術 で は打 ち 破 れ な い ハ ンガ リー軍 にっ いて 勉

強 も して い た。 即 ち，892年 に ハ ンガ リー 人 が モ ラ ヴ ィ アの ス ヴ ァ トプル ク

1世 攻 撃 の援 軍 と して や っ て き た際 ， 当 時 の バ イ エル ン人 や 東 フ ラ ンク王 国

人 は， 従来 と全 く異 な るハ ンガ リー軍 の 戦 術 を 眼 前 に して いた 。 ハ ンガ リー

軍 は，一 騎 討 ち の よ うな近 接 戦 は採 らず ， 遠 巻 き に して 攻 撃 を 仕 掛 け る包 囲

戦 術 を 採 用 し， 包 囲 せ よ， 殲 滅 せ よ ， を 戦 術 の 最 終 目標 と して い た。 バ イエ

ル ンの軍 指揮 官 た ち は， ハ ンガ リー軍 の 戦 術 を 最 初 に知 る と同 時 に， そ の後

の 対 ハ ン ガ リー軍 との 辛 い経 験 か ら， 攻 撃 の タ イ ミ ング と して は 「掠 奪 物 を

背 負 った り車 に乗 せ た り して 疲 れ て彼 らが 家 路 に 就 く と き」43)，特 に彼 らの

渡 河 の 際 が最 も適 切 ， と知 った の で あ る。

 ハ ンガ リー軍 は，909年 の ロ ッ ト河 で も， ま た913年 の イ ン河 で も， ア ル

ヌル フ悪 玉 公 相手 に戦 って 敗 北 を 重 ね た 。 そ こで ハ ンガ リー人 は， バ イエ ル

ン軍 との 消 耗戦 を避 け るた あ ， アル ヌル フ悪 玉 公 に友 好 的 平 和 協 定 締 結 を 申

43) St�mer 5.58.



26

し入 れ る。 っ ま り， バ イ エル ンはハ ンガ リー人 に対 して バ イエ ル ンの 自由通

行 を認 あ るが， ハ ンガ リー人 はバ イエ ル ンを劫 掠 しな い， との7年 間協 定44)

で あ る。 これ は ア ル ヌ ル フ悪 玉 公 に と って は， 貢 納 金 支 払 い が含 ま れ て い な

か った た め， 有利 な協 定 で ， 締 結 に達 した ら しい。 これ以 後 ほぼ20年 間 ，

バ イエ ル ンはハ ンガ リー人 の劫 掠 活 動 か ら免 れ
， 両 者 の軍 事 衝 突 の情 報 も，

小 規模 な もの を 除 け ば， ほ ぼ無 くな る。

 914年 コ ン ラー ト1世 は， ア ル ヌ ル フ悪 玉 公 が コ ンラ ー トの 政 敵 エル ヒ ァ

ンガ ー と組 ん だ こ とを理 由 に， アル ヌル フ に戦 いを仕 掛 け る
。 アル ヌル フ は

皇 帝 軍 に は敵 わ な い。 そ こで彼 は， 妻 子 共 々， 叔 父 エ ル ヒ ァ ンガ ー とベ ル ト

ル トの他 ， 主 だ った家 臣 を 引 き連 れ ハ ンガ リー人 の元 に逃 げ込 む
。 これ に関

連 して 興 味 あ る推 論 が あ る45)。即 ち，907年 の プ レス ブ ル ク で の 大 敗 の 後

バ イエ ル ンは，907年 か908年 に， ハ ンガ リー人 との 間 に貢 納 金 支 払 いを 含

む協 定 を結 ぶ が， そ の協 定 の 実 効 性 を 双 方 が 保 証 す るた め に， アル ヌル フ悪

玉 公 は， 既 に正 妻 ユ ー デ ィ トJudithを 亡 く して い た こ と もあ って
， ハ ンガ

リー の公 女 と結 婚 ， この 「異 教 徒 との結 婚 」 の た め に ア ル ヌ ル フ悪 玉 公 の後

妻 につ いて は何 の記 録 も残 らず ， ル ー トヴ ィ ヒ幼 童 王 死 後 の国 王 選 挙 で もア

ル ヌル フ悪 玉 公 が 無 視 され た ので は あ る ま いか ， と い う もので あ る。

 915年 ， ハ ンガ リー人 は攻 撃 対 象 を テ ィ ー リ ンゲ ンとザ クセ ンに 絞 る。 当

時 ザ クセ ンを支 配 して い た ハ ィ ン リ ヒ公(後 の国王ハ ィン リヒ1世)は 順 調 に

そ の勢 力 を拡 大 して い た。 そ の結 果 ， 彼 は国王 コ ン ラー ト1世 と対 立 す る
。

ま たザ ク セ ンの南 東 部 で は ボ ヘ ミア人 と ダ レ ミン ッ人 が蜂 起 して い る。 この

情 勢 を 見 て の テ ィー リ ン ゲ ン侵 寇 で あ っ た。 ハ ンガ リー 人 の他 の一 隊 は
，

バ イエ ル ンか らの 独 立 に際 して ハ ンガ リー人 の協 力 を 得 た ボヘ ミア人 と合 体
，

ザ クセ ンを襲 撃 ， 北 海Nordseeに ま で至 り， ブ レー メ ンBremenに 火 を か け

る。 ま た他 の一 隊 は， デ ンマ ー クに まで進 撃 す る。 この 頃 に は彼 らは， 襲 撃

44)Vajay S.52に よれ ば， マ ジャール人 の協定有効期間 は通常7年 間。

45)Vajay S.54.及 びBenno Hubensteiner：Bayerische Geschichte
.10. Aufl.

  M�chen.1997.(以 後Hubensteiner)S.72.
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目標 決 定 の 際， 行 き当 た りば った りに で は な く， 充 分 な偵 察 に よ り様 々 な 地

域 ・国 家 の全 般 的状 態 ， 特 に政 治 状 況 の充 全 な把 握 の後 に， 目標 を決 定 す る

よ うに な って い た46)。

 916年 ， ア ル ヌ ル フ は， ザ ル ッ ブル ク経 由 で ， ハ ンガ リー か ら レー ゲ ンス

ブル クに帰 国 す る。 ザ ル ッ ブル クで恐 ら く大 司教 を 味方 に 引 き入 れ よ う と し

た の で あ ろ うが， レー ゲ ンス ブル クで ア ル ヌル フ は攻 囲 され， 打 ち 負 か され ，

再 度 ハ ンガ リー へ の逃 亡 を余 儀 な くさ れ る。 教 会 側 は， この事 件 に 関 して は，

一・貫 して 国王 側 に立 っ
。 そ の理 由 は， 王 国教 会 の地 位 か ら領 国教 会 の 地 位 に

引 き下 ろ さ れ るの を嫌 った か ら， と言 わ れ る。 ア ル ヌ ル フ悪 玉 公 は以 後 ，教

会 勢 力 を頼 らず に， 攻 撃 に 出 る。

 917年 ， 西 フ ラ ン ク王 国 の王 権 を巡 る フ ラ ンス で の ロベ ー ル家 とカ ー ロ リ

ング家 の争 い に乗 じて47)，ハ ン ガ リー人 は， 小 勢 で は あ った が， 初 あ て フ ラ

ンス に， 偵 察 か た が た侵 入 す る。 彼 らは ブ ル グ ン ド， エ ル ザ ス， ロー ト リン

ゲ ンを も渉 猟 した ら しい。 因 み に， これ らの地 域 は いず れ も ロベ ー ル家 及 び

そ の一 統 の領 地 で あ っ た。 即 ち， ハ ンガ リー人 は カ ー ロ リン グ家 一 統 支 援 の

た め フ ラ ンス に 出現 した ので あ る。 ハ ンガ リー人 は西 フ ラ ン ク王 国 の政 治 情

勢 を も的確 に把 握 して い た， と言 え る。

 同 じ917年1月 ， ハ ンガ リー軍 は， バ イエ ル ンを通 過 ， ア ル ヌ ル フ悪 玉 公

を裏 切 った シ ュ ヴ ァー ベ ン人 を襲 う。 恐 ら くア ル ヌ ル フ悪 玉 公 と協 議 の上 で

あ ろ う。 す る と こ れ に怒 っ た コ ン ラー ト1世 は ア ル ヌ ル フ悪 玉 公 の 同盟 者 エ

ル ヒ ァ ンガ ー と ベ ル トル トを処 刑 す る。 こ の間 に ア ル ヌ ル フ悪 玉 公 は レー ゲ

ン ス ブ ル ク を 取 り戻 し， バ イエ ル ン を支 配 して い た コ ン ラ ー ト1世 の 弟 ，

エ ーバ ハ ル トEberhardを 追 い出 して しま う。

 翌918年 ， ア ル ヌ ル フ は国 王 コ ンラ ー ト1世 軍 を打 ち負 かす 。 コ ン ラー ト

1世 は， そ の 戦 闘 で の 受 傷 が も とで ，918年12月23日 に 死 ぬ 。

46) B�tner 5.444.

47)911年 ， ヴ ァ ィキ ン ガ ー は今 日のNormandieに 所 領(公 国)を 得 て い る。
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8.ハ ィ ン リ ヒ1世 と リ ァ デ の 戦 い

 919年5月 ， ザ ク セ ン の 名 門 リ ゥ ドル フ ィ ン グ 家Liudolfingerの ・・イ ン リ

ヒ が 東 フ ラ ン ク王 国 王 位 に 即 く (ハ ィ ン リヒ1世Heinrich I.)。 こ の 国 王 推 挙

の場 合 もア ル ヌ ル フ悪 玉 公 は候 補 者 に選 出 され て い た よ うで あ る
。 そ れ は兎

も角 ， プ リッ ラ ーFritzlarで ハ ィ ン リヒ1世 が 国 王 に選 出 され た の と同 じ頃
，

バ イエ ル ンで は アル ヌル フ悪 玉 公 が 国 王 に選 出 され た
。 こ の事 態 につ い て，

通 説 は， アル ヌル フを ドイ ッ史 上 最 初 の 対 立 国 王 と捉 え ， ハ ィ ン リ ヒ1世 を

正 当 な 国 王 とす る。 これ とは 多少 異 な った 考 え もあ る。 即 ち， アル ヌル フが

バ イエ ル ン王 位 に即 い た の は
， ル ー トヴ ィ ヒ2世 ドイ ッ人 王 や そ の長 子 カ ー

ル マ ンが バ イエ ル ン王 位 に即 い た の と 同 じ意 味 で王 位 に即 い た の で あ
って，

919年 の事 態 は， 単 一 国 家 内 で の二 重 選 挙 で は な く
， 東 フ ラ ン ク王 国 か ら

バ イエ ル ンを 中心 と した地 域 が アル ヌル フを擁 して分 離 独立 しよ う と した こ

とか ら生 じた事 態 で あ る， と い う考 え 方 で あ る48)。 この考 え方 は
， ア ル ヌル

フ を単 に対 立 国 王 と捉 え るだ けで は不 充 分 ， との態 度 を表 明 して い る点 で意

義 を 持 っ 。 これ を 「独 立 説 」 と して 置 こ う。 と ころが ， この件 に関 して更 に

次 ぎの よ うな 興 味 深 い 考 察 もあ る。 即 ち， コ ンラ ー ト1世 死 去 とハ ィ ン リ ヒ

1世 即 位 の間 の時 間 差 が 大 き い の は， アル ヌル フ悪 玉 公 の 国 王 推 挙 が 決 ま っ

て い た と ころ にハ ィ ン リヒ1世 が国 王 候 補 と して割 り込 ん で来 た か らで あ る
，

と の考 察 で あ る49)。「通 説 」 の逆 を行 く説 で あ る
。 「独 立 説 」 に は， 所 謂 東 フ

ラ ンク王 国 か らの 分 離志 向 が 強 か っ た ル ー トヴ ィ ヒ ・ ドイ ッ人 王
， ア ル ヌ ル

フ ・フ ォ ン ・ケ ル ンテ ン等 バ イ エル ン人 の 姿勢 が鮮 明 に され る
。 だ が 「バ イ

エ ル ン人 の分 離 ・独 立 志 向」 に っ い て は 「通 説 」 「逆 説 」 共 に そ の存 在 を 否

定 しな い。 とす る と 「独 立 説 」 の内 容 は幾 分 希 薄 に な らざ るを得 な い
。 神 聖

ロ ー マ帝 国 解 体 時 に 「バ イエ ル ン王 国 」 が 成 立 した史 実 を持 ち 出す ま で もな

48) 世界歴史大系 ・ドイ ッ史1 .山 田欣 吾 ・他編.山 川出版社1997年 .113頁.

49) HBG Bd.1.5.285.
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く， この独 立 志 向 は近 代 に至 るま で の バ イエ ル ン人 の強 固 な属 性 と言 え よ う。

と ころ で， 英 明 で エ ネ ル ギ ッ シ ュな俊 才 ハ ィ ン リヒ1世 の即 位 後 の行 動 を追

う と， 彼 の 諸 侯 に対 す る対 応 は不 自然 な く らい低 姿 勢 で あ る。 「逆 説 」 に基

づ くと， この 彼 の 余 り の不 自然 さ の 由来 が 理 解 さ れ る の で は あ る ま い か 。

「逆 説 」 を採 る こ とが 当 時 の東 フ ラ ンク王 国 や バ イエ ル ンの 置 か れ た諸 状 況

を把 握 す る最 良 の道 で あ るよ うに思 え るが， 如 何 で あ ろ う。

 919年 ， ハ ィ ン リヒ1世 が即 位 す る と， ハ ンガ リー人 はザ クセ ンに攻 撃 を

掛 け， 王 国 軍 は ピー ヒ ェ ンP�hen近 郊 で 敗 戦 の 憂 き 目 を み る。 そ れ 以 後

924年 前 半 まで は， ハ ンガ リー人 は， イ タ リア ・フ ラ ンス で， 同 盟 者 ， 例 え

ば ベ レ ンガ ル， に は そ の戦 闘 力 を提 供 しつ つ ， 敵 対 者 ， 例 え ば ロベ ー ル家 ，

に は そ の劫 掠 の威 力 を見 せ つ け る。

 ア ル ヌ ル フ悪 玉 公 は，921年 ， ハ ィ ン リ ヒ1世 が執 着 した東 フ ラ ン ク王 国

王 位 の放 棄 及 びハ ィ ン リ ヒ1世 の国 王 高 権 の承 認 と引 き換 え に， 内 政 ・外 政

につ いて 広 範 な 自 由裁 量 執 行 権 及 び教 会 高 権(具 体的 には司教 任命権)を ハ ィ

ン リ ヒか ら入 手 す る。 こ の よ うな王 に しか 許 さ れ な い特 権 を ア ル ヌ ル フ悪 玉

公 が ハ ィ ン リ ヒか ら得 た こと にっ いて は， ア ル ヌ ル フが ハ ンガ リー人 と同 盟

して い たか ら， とす る見 解 もあ る50)。この 特 権 授 与 は同 年 の 「レー ゲ ンス ブ

ル ク協 定Regensburger Abkommen」 で確 認 さ れ る。 この協 定 締 結 交 渉 は外

国 との 外 交 交 渉 と軌 を 一 に して い た， と言 わ れ る ほ ど に対 等 の立 場 で 締 結 さ

れ た ら しい。 っ ま り， ハ ィ ン リ ヒは アル ヌル フ にバ イエ ル ンの王 国 と して の

独立 を 承 認 した も同 然 だ った の で あ る。 従 って ， ア ル ヌ ル フ にす れ ば， ボ ヘ

ミア は東 フ ラ ンク王 国 にで はな くバ イエル ンに従 属 す る もので あ るか ら， ア

ル ヌル フ は誰 憚 る こ とな くボヘ ミア に対 して 平 然 と武 力 干 渉 を した。 ハ ィ ン

リヒ1世 はそ れ を 黙 認 す る他 な か った 。

 924年 ， ハ ンガ リー人 はハ ィ ン リ ヒ1世 の 家 領 の あ るザ クセ ンを 劫 掠 す る。

しか し， 王 国最 大 の 敵 ， ハ ンガ リー 人 へ の 対 抗 策 を 見 出 せ な いハ ィ ン リ ヒは，

50) Vajay 5.64. Anm.240.
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戦 い を構 え もせ ず ， オ ー カOker河 畔 ヴ ェ ァ ラWerlaに あ る防 備 を 固 め た王

宮 に引 き籠 も り拱手 傍観 せ ざ るを 得 な か った 。 そ ん な 時， 幸 運 に恵 まれ て か ，

一 人 の ハ ン ガ リーの 有 力 者一一 ア ー ルパ ー ド家 の一 員 で あ ろ う5D一 一が 捕 虜

に な る。 この機 会 を捉 え て ハ ィ ン リヒは ハ ンガ リー人 との交 渉 を 開始 す る
。

当時 ， ハ ンガ リー側 に も悩 み は あ った。 そ れ とい うの も， 今 後 もイ タ リア ・

フ ラ ンス ・ ドイ ッ を相 手 に戦 う こと に は耐 え られ な い ので は な いか
， ドイ ッ

よ り もイ タ リア ・フ ラ ンス の方 が 遙 か に豊 か で 防 備 も疎 か ， 従 って ドイ ッへ

の攻 撃 を 縮 小 しイ タ リア ・フ ラ ンスへ の 攻 撃 を 拡 大 す べ きで はな いか
。 そ ん

な と こ ろへ の ハ ィ ン リヒ1世 の交 渉 申 し入 れ で あ った。 両 者 の利 害 は一 致 し

た。 ザ クセ ン ・フ ラ ンケ ン ・テ ィー リンゲ ンを対 象 とす る平 和 が取 り決 め ら

れ ， ドイ ッ側 に は貢 納 金 支 払 いが 義 務 付 け られ る も の の，926年 ， これ と引

き換 え に捕 虜 が 釈 放 され ， 有 効 期 間9年 の平 和 協 定 が 締 結 され る。

 東 フ ラ ンク王 国 に と って926年 以 後 の 年 月 は実 に貴 重 で あ った 。 この 間 に

ハ ィ ン リヒ1世 は， 国 王 と して初 あ て， ロー ト リンゲ ンや ライ ン河 に お け る

ヴ ァ ィキ ンガ ー対 策 の経 験 か ら も学 び っ つ， 今 後 の ハ ンガ リー人 侵 攻 に対 す

る 防 備 態 勢 を 固 あ る。926年11月 ， ヴ ォ ル ム ス の王 国 会 議 で 諸 侯 の参 加 を

得 て， ハ ィ ン リ ヒは全 国 的 規 模 の一 連 の重 要 な決 定 を行 な う。 対 ハ ンガ リー

軍 攻 撃 部 隊 の 編 成 ， 彼 らの 侵 寇 対 策 と して 城 郭 建 設 規 則Burgenbauordnung

の 制 定52)， 司教 座 ・教 会 ・僧 院 の防 備 充 実 等 を決 定 し， 結 果 的 に彼 は王 国 の

中央 集 権 体 制 を も固 め る。 対 外 的 に も彼 は大 きな成 果 を収 あ る。 国 内騒 乱 の

続 く フ ラ ン スか らは ロー ト リンゲ ンを取 り戻 し， 北 部 で は， ス ラ ヴ人 の首 都

ブ レ ンナ ボ ルBrennabor後 のBrandenburgを 制 し，929年 ， マ イ セ ンMeiBen

に ダ レ ミ ンッ人 の監 督 を委 ね る こ とが で き， バ イエ ル ン公 ア ル ヌ ル フ悪 玉 公

51) Hans K. Schulze：Hegemoniales Kaisertum . In：Siedler Deutsche Ge-

 schichte. Berlin。 Siedler.1991.(以 後Schulze)S.156. WerlaはWolfenbUttel

 南 方10km辺 にあ る町。

52) 本 来 築 城 高 権 は国 王 に属 す る が， 以 後 この高 権 分 与 規 則 は諸 侯 の築 城 ブ ー ム を

 結 果 す る。
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の協 力 を 得 て ボ ヘ ミア に 出 兵 ， ボ レス ラ フBoleslawと 戦 い プ ラハPragを 押

さ え， ヴェ ンツ ェ ルWenzel公 を王 国 の封 臣 にす る
。

 ハ ンガ リー人 は， 協 定 締 結 後 ， イ タ リア ・フ ラ ンスへ と出撃 す る。 イ タ リ

ア の 政 争 に 巻 き込 ま れ た シ ュ ヴ ァ ー ベ ン は 荒 廃 す る が
，926年5月1日 ，

シュ ヴ ァー ベ ンの ザ ン ク ト ・ガ レンSt . Gallen僧 院 に ハ ンガ リー 人 が 姿 を 現

す 。 彼 ら は， 頭 の お か しい 修 道 士 ヘ リバ ル ドHeribaldに 呆 気 に取 られ
， 何

もせ ず に引 き上 げ る。 同 年11月 初 旬 ， ハ ィ ン リ ヒ1世 は コ ンラ ー ト家 の ヘ

ル マ ンHermann53)を シ ュ ヴ ァー ベ ン公 に任 命 して シ
ュ ヴ ァー ベ ンの 安 定 化

を図 る。 こ の時 点 で ハ ンガ リー人 との協 定 の対 象 が シ
ュ ヴ ァー ベ ンに も広 げ

られ た よ うで あ る。 対 象 か ら外 れ て い る の はバ イエ ル ンだ け と な る
。926年 ，

ハ ンガ リー軍 は ア ゥ ク ス ブル クAugsb
urgに 現 れ るが ， 貢 納 金 を獲 得 して 去

る。 バ イエ ル ン地 域 は荒 さ れ た よ うで
， バ イエ ル ンは急 遽 ハ ンガ リー人 と協

定 を更 新 す る。 これ に よ り東 フ ラ ンク王 国 全 域 が 協 定 対 象 地 域 と な っ た訳 で

あ る。

 9年 間の有効期間を設定 してハ ンガ リーと東 フランク王国の間に締結 され

た926年 の 平 和 協 定 に基 づ き，933年 ， ハ ンガ リー の使 者 が 貢 納 金 の受 け取

りに現 れ る。 しか し素 っ気 無 く断 られ 素手 で 帰 国 す る
。 ハ ンガ リー人 は直 ち

に報 復 軍 を組 織 す る。 カ ル パ テ ィア 山脈 を横 断 して 同盟 国 ダ レ ミン ッ人 の元

に寄 り， 同 盟 を 更 新 しよ うとす るが ， ダ レ ミ ンッ人 は， ハ ィ ン リヒ1世 及 び

ザ クセ ン側 の戦 争 準 備 を 知 って いた た め ， 欲 得 づ くめ のハ ンガ リー人 め!

と非 難 しつ つ 同 盟 更 新 を断 る。 ハ ンガ リー軍 は ザ ー レ河Saaleを 渡 りテ
ィー

リ ンゲ ンに入 り， 劫 掠 の限 りを尽 す。 こ こで彼 らは
， 西 と南 か らザ クセ ンを

攻 略 す るた あ に， 軍 を二 分 す る。 しか し南 方 軍 は
，3月 初 旬 頃， 住 民 の決 起

に遭 って全 滅 す る。 西 方 軍 は， 南 方 軍 が全 滅 した こ と
， ハ ィ ン リ ヒ1世 が 報

53)DGﾜS・1・6及 びHandb・ ・h d・ ・d・utsch・n Geschi・h・ ・/G，bh
。，dt. Hrsg.

 von Herbert Grundmann.9.， neu bearbeitete Aufl. Stuttgart. Klett-Cotta.

 1981.Bd.1.5.227.
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復 戦 に備 え て リ ァデRiade54)に 陣 を張 った こ とを知 り， 急 遽 隊 列 を整 え る。

3月15日 ， ハ ィ ン リヒ1世 は軍 を 進 め開 戦 す る。 ハ ン ガ リー 軍 が大 軍 を避

け る習 性 を持 って い る こ とを知 って い たハ ィ ン リ ヒは， 先 ず 小 編 成 の軍 を お

と り に使 って ， 彼 ら に攻 撃 させ る。 小 編 成 軍 は敗 走 と見 せ か け て， ハ ンガ

リー 軍 を 味 方 の大 軍 の前 に誘 き寄 せ る。 ハ ィ ン リ ヒ は逃 げ足 の速 い ハ ンガ

リー軍 に 梃 子 摺 り は した もの の， 勝 利 を 収 め る。 これ が 「リ ァ デ の 戦 い

Schlacht bei Riade」 で あ る。 充 分 な準 備 を 重 ね たハ ィ ン リ ヒの 軍 にハ ンガ

リー人 は到 底 対 抗 で きず ， この戦 い はハ ン ガ リー軍 の一 方 的敗 北 で結 末 に至

る。 ハ ィ ン リヒの 名 とそ の 勇猛 果 断 さ は広 く西 方 に まで 轟 く。 ハ ン ガ リー人

は， 以 後5年 間， 東 フ ラ ンク王 国 を襲 撃 しな い。

 この戦 い以 後 ， ハ ンガ リー人 は活 躍 の 場 を イ タ リア， 西 フ ラ ンク王 国 方 面

に見 出 す。934年 ， ハ ンガ リー人 は， 教 皇 庁 の 官 僚 機 構 と闘 う ロ ー マ教 皇 を

窮地 か ら救 い出 す ため ， イ タ リア半 島 で再 び 活躍 す る。936年 ， 西 フ ラ ンク

王 国 国 王 に ル イ4世 が 即 位 す る と， 諸 侯 は， カ ー ロ リ ング家 の血 を継 ぐこ の

国 王 に背 を 向 け， 自立 性 を 強 あ る。937年 ， 事 情 通 のハ ンガ リー人 は先 ず イ

タ リア南 部 の カ プ ア に まで 達 し， そ の後 ロ ー トリ ンゲ ンを侵 寇 し， 続 い て フ

ラ ンス領 に入 り， 反 ル イ4世 派 の諸 侯 領 を荒 らす 。 序 で に彼 らは ブ ル グ ン ト

を通 って イ タ リア南 端 ま で劫 掠 した， と の こと， 等 々 … …55)。

9.オ ッ トー1世 と バ イ エ ル ン公 ハ ィ ン リ ヒ1世

 936年7月2日 ， ハ ィ ン リ ヒ1世 は死 去 す る。 ア ル ヌル フ悪 玉 公 は後 継 国

王 選 挙 に 出席 す る。8月 に は オ ッ トー1世Otto l.の 戴 冠 式 が挙 行 さ れ， そ れ

54)L�tich S.82ff.に よれ ば， Riadeの 位 置 は未 だ 特 定 さ れ て い な い。 文献 か ら は

 ザ ク セ ン南 東 部 の沼 地(ド イ ッ語 でRiedは 「沼 地 」 を意 味 し複 数 形 はRiede)

 程 度 しか分 らな い。 こ の戦 い は 「ウ ンス トル ー ト河 畔 の戦 いSchlacht an der

 Unstrut」 と さ れ る こ と も多 い。

55) ハ ンガ リー人 の侵 寇年 ・経 路 ・到 達 点 に つ い て は49ペ ー ジの 「侵 寇 地 図 」 参

 照 の こ と。
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に も参 列 す る。 彼 は王 国 最 高 位 者 が就 任 す る四 っ の宮 内 職 の一 っ 厩 役Mar -

schallを 拝 命 して い た。 アル ヌル フ は長 女 ユ ーデ ィ トJudithを オ
ッ トー1世

の弟 ハ ィ ン リヒHeinrichに 嫁 が せ る。 この 一 連 の ア ル ヌ ル フ悪 玉 公 の 動 き

の 背 景 に は， ア ル ヌ ル フが923年 に息 子 工 一バ ハ ル トEberhardに バ イエ ル

ンを相 続 させ る こ とを ハ ィ ン リヒ1世 に承 認 させ た の と引 き換 え に
， アル ヌ

ル フが ， ハ ィ ン リ ヒ1世 が後 継 王 に指 定 した長 男 オ ッ トー の即 位
， を容 認 す

る， と い う取 引 きが あ っ た よ うで あ る。

 ハ ィ ン リ ヒ1世 の 死 を 知 る と直 ぐ， ハ ンガ リー人 が ， バ イ エル ン， フ ラ ン

ケ ン， シュ ヴ ァー ベ ンを通 って， 再 び ザ クセ ン東 方 に姿 を現 す
。 東 部 フ ラ ン

ケ ンか ら彼 らは ザ ク セ ンへ の侵 入 を図 った が
， 状 況 を知 った オ ッ トー1世 が

既 に そ の地 域 に兵 を 派 遣 して い た ので ， 彼 らの ザ ク セ ン侵 寇 は失 敗 に終 る
。

 そんな中， 毀誉褒貶相半ばする 「悪玉」 アルヌルフ公は937年7月14日

に死 去 ， ア ル ヌル フ悪 玉 公 の長 男 工 一 バ ハ ル トが跡 目を相 続 す る
。 彼 はオ ッ

トー1世 と直 ち に衝 突 す る。 そ の原 因 の最 た る もの は
， エ ー バ ハ ル トが ア ル

ヌ ル フ悪 玉 公 が バ イ エ ル ンで 享 受 した主 体 的 自立 性 を更 に拡 大 せ ん と した こ

と にあ る ら しい。 オ ッ トー1世 は武 力 を 以 って エ ーバ ハ ル トを 攻 あ
，938年 ，

彼 を追 放 に追 い込 み， 後 任 に， エ ー バ ハ ル トの叔 父 で アル ヌル フ悪 玉 公 の弟
，

ベ ル トル トBertholdを 任 命 す る
。

 ベ ル トル トは兄 アル ヌル フ の存 命 中 に既 に カ ラ ンタ ニ ア公 に な って い て，

ヴ ィ ンチ ガ ゥVintschgauや エ ンガ デ ィ ンEngadinの 伯 を兼 ね て い た
。 しか

しベ ル トル トに委 任 さ れ た バ イエ ル ンか らは ヴ ィ ンチ ガ ゥ とエ ンガ デ ィ ンが

切 り取 られ， カ ラ ン タニ ア もオ ッ トー1世 の派 遣 す る役 人 に支 配 され る
。 こ

の 一 連 の事 態 は， バ イエ ル ンに と っ て大 き な転 換 点 を なす
。 っ ま り， そ の支

配 地 は大 き く削 減 され， バ イ エル ンは最 早 そ の 支 配 者 を 独 自 に決 定 で きず
，

東 フ ラ ン ク王 国 国 王 に そ の任 命 権 を奪 わ れ， 更 に バ イエ ル ンか ら司教 任 命権

も剥 奪 され て しま った の で あ る。

 ベ ル トル トは国 王 オ ッ トー1世 に忠 誠 を尽 す 。 オ ッ トー も， ル ー イ トポ ル

ト家 と の 密 接 な 関 係 構 築 に 努 力 ， ア ル ヌ ル フ 悪 玉 公 の 三 男 ア ル ヌ ル フ
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Arnulfを 宮 廷 伯 に任 命 した り して ， この 三 男 を王 権 側 に懐 柔 しよ う とす る。

が， ル ー イ トポ ル ト家 の矜 恃 を満 足 させ る こ とは で きな か った。

 938年 ， ザ ク セ ンで オ ッ トー1世 に対 す る叛 乱 が起 こる。 叛 乱 の原 因 は，

王 位 継 承 か ら排 除 さ れ た王 族 の不 満 ， 諸 侯 権 力 を押 さ え つ け よ う とす るハ ィ

ン リヒ1世 以 来 の政 策 に対 す る諸 侯 の憤 懣 な どが挙 げ られ よ う。 この叛 乱 の

首 謀 者 は オ ッ トー1世 の異 母 兄 タ ン クマ ルThankmarと フ ラ ンケ ン公 工 一バ

ハ ル トEberhardで あ った 。 一 方 ， ア ル ヌル フ悪 玉 公 の 長 男 工-バ ハ ル トは

オ ッ トー1世 の王 位 を承 認 して お らず， オ ッ トー1世 は これ に も手 を焼 い て

い た。 事 態 は予 断 を許 さぬ状 況 。 しか し， オ ッ トー1世 に と って幸 い な こ と

に， この年 の7月28日 に は タ ン クマ ルが 死 に， フ ラ ンケ ン公 工 一 バ ハ ル ト

も王 に赦 しを乞 うた の で， 叛 乱 は一 件 落 着 した。 が， この 間 に ハ ンガ リー軍

は ザ クセ ンを侵 寇 ， 更 に テ ィー リンゲ ン も劫 掠 した， との こ とで あ る。 ザ ク

セ ン東 部 を跳 梁 したハ ンガ リー軍 は住 民 の強 烈 な反 攻 に遭 い， 完 全 に殲 滅 さ

れ た ら しい56)。辛 う じて帰 り着 い た者 た ち が この事 態 を ハ ンガ リー人 に伝 え

た た め， ザ クセ ンは， 以 後 ， ハ ンガ リー人 の襲 撃 か ら免 れ る。

 同 じ938年 ， 今 度 は 王 弟 ハ ィ ン リ ヒHeinrichが ， ロ ー ト リ ン ゲ ンの ギ ー

ゼ ル ベ ル トGiselbertと 共 に， オ ッ トー1世 に対 して 謀 反 を 起 こす 。 そ の 謀

反 にバ イエ ル ンの一 部 反 ザ クセ ン分 子 も呼 応 す る もの の， ベ ル トル ト公 は こ

れ に加 わ らな い。 オ ッ トー1世 は この謀 反 を も奇 跡 的 に収 拾 す る。

 ベ ル トル ト公 はハ ンガ リー人 に真 正 面 か ら向 き合 う。 彼 は， ハ ンガ リー人

のバ イエ ル ンへ の侵 入 を食 い止 あ よ う と し， 主 と して オ ス トマ ル クで彼 ら と

戦 う。943年8月12日 ， 彼 は トラ ゥ ンTraun河 畔 で ハ ンガ リー軍 と遭 遇 す

る。 ヴ ェ ル スWels近 傍 で， 彼 は バ イエ ル ンを強 行 突 破 しよ う とす るハ ンガ

リー軍 に打 ち勝 っ 。 これ ま で に な い勝 利 ， と称 え られ た戦 勝 で あ る。

 947年11月23日 ， ベ ル トル トが 死 ぬ。 オ ッ トー1世 の 弟 ハ ィ ン リ ヒ

(バ イエル ン公 と して ：ハ ィン リヒ1世)が そ の後 任 に任 命 され る。 そ の任 命 に

56) L�tich S.95f.
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際 して はハ ィ ン リヒの 妻 ユ ー デ ィ トが ル ー イ トポル ト家 の 出(ユ ーデ ィ トは

アル ヌル フ悪玉公の長女)で あ る こ とが 理 由 に さ れ た ので あ ろ うが
， ベ ル トル

トの息 子 ハ ィ ン リ ヒHeinrichは ， 未 成 年 だ った た め， 無 視 され て しま う。

バ イエ ル ンに は世 襲 的公 位 継 承 権 も否 定 さ れ る
。 こ こに至 って バ イエ ル ンに

は反 ザ クセ ンの空 気 が， 一 層 ， 張 り詰 め て くる。

 オ ッ トー1世 に よ っ て938年 の謀 反 の罪 を赦 さ れ た新 バ イエ ル ン公 ハ ィ ン

リ ヒ1世 は， 内 政 上 は ル ー イ トポ ル ト家 と の関 係 で 困 難 さ を抱 え るが ， 外 政

に関 して は国 王 オ ッ トー1世 の 強 固 な後 ろ盾 を 得 る。 ハ ィ ン リ ヒは
， 前 任 者

ベ ル トル ト同様
， ハ ンガ リー人 攻 撃 を続 け， そ の攻 撃 は激 しさを 増 す 。948

年 ， ハ ィ ン リヒ1世 はバ イエ ル ンで の ハ ンガ リー軍 との戦 い に勝 利 を収 め る。

949年 ， ハ ィ ン リ ヒ は勢 い に 乗 って ハ ン ガ リー 西 部 に 攻 め 入 る
。 レ ヴ ェ

L��ﾟ 傍 で戦 うが ， 敵 地 で の 戦 い に バ イ エ ル ンは 武 運 が 無 く
， 惨 あ な敗 北

に終 る。

 950年 秋 ， ハ ィ ン リ ヒは これ に懲 りず ， 再 度 敵 地 侵 入 を 図 る。 タ ィス河 に

ま で進 軍 して二 っ の戦 い で勝 利 し， ハ ンガ リー人 同様 ， そ の地 域 を 劫 掠
， 上

層 の婦 女 子 を捕 虜 に して無 傷 で バ イエ ル ンに 引 き返 す。 彼 の この戦 勝 は バ イ

エ ル ン人 に歓 呼 の声 を挙 げ させ る。 これ に力 を得 たハ ィ ン リヒ1世 は
， ハ ン

ガ リー人 に 占拠 され て い る領 土 を奪 還 した暁 に は
， そ の領 土 を， 兄 オ ッ トー

1世 の 王権 強化 の た め， 先 ず は 直接 ， 自分 の私 領 に しよ うとす る
。 しか しこ

の 意 図 はバ イエ ル ン人 の バ イエ ル ン領 へ の 愛 着 心 を 刺 激 せ ず に はお か なか っ

た。953年 ， オ ッ トー1世 に対 して 王 息 リ ゥ ドル フLiudorfと コ ン ラー ト赤

毛 公Konrad der Rote(オ ッ トー1世 の長女Liudgardの 夫)の 大 叛 乱 が 起 こ っ

た と き， 当然 ， バ イエ ル ン人 は叛 乱 側 に組 み す る こ と とな る
。

 それ は さて 措 き， オ ッ トー1世 は，950年 ， バ イエ ル ン公 ハ ィ ン リ ヒ1世

の 協 力 を 得 て ボヘ ミア国 王 ボ レス ラ フ を征 服 ， ボ ヘ ミア をバ イエ ル ンに再 び

服 属 させ， 更 に 彼 は951年 イ タ リアを 攻 略 ，952年 の ア ゥ ク ス ブ ル ク の王 国

会 議 で， 辺 境 領 イ ス ト リア， ア キ レ イ ァ， ヴ ェ ロー ナ， ト リエ ン トTrient

を含 む 旧 ラ ン ゴバ ル ド公 領langobardisches Herzogtumの バ イエ ル ンへ の編
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入 を決 定 す る。 バ イエ ル ンは今 や， 北 は フ ィ ヒテ ル 山塊Fichtelgebirge， 南

は ア ドリア海Adriatisches Meer， 東 は ウ ィー ン山地Wienerwald， 西 は レ ヒ

河Lechに ま で 至 る中 世 最 大 の領 域 を 支 配 下 に 置 く。 こ う して新 た に 加 わ っ

た領 土 は， しか しなが ら， バ イエ ル ンが独 立 国 と して獲 得 した の で は な く，

東 フ ラ ンク王 国 と連 合 し東 フ ラ ン ク王 国 国 王 の決 定 に よ ってバ イエ ル ンに付

加 され た もので あ った。

 953年 ， バ イエ ル ンを も巻 き込 ん だ王 息 リ ゥ ドル フ の大 叛 乱 が 起 こ る。 王

息 シ ュ ヴ ァー ベ ン公 リ ゥ ドル フ， ロ ー ト リ ンゲ ン の コ ン ラー ト赤 毛 公 及 び

マ ィ ン ツMainz大 司 教 フ リー ドリ ヒFriedrichは ， バ イエ ル ンの諸 侯 と組 ん

で ， 国 王 に対 して 叛 旗 を翻 す 。 オ ッ トー1世 は先 ず は王 弟 バ イエ ル ン公 ハ ィ

ン リ ヒ1世 に叛 乱 鎮 圧 へ の協 力 を求 あ， マ ィ ンッ に い る リ ゥ ドル フ を包 囲 す

るた め バ イ エル ン軍 を 派 遣 させ る。 バ イエ ル ン公 ハ ィ ン リ ヒは ア ル ヌ ル フ悪

玉 公 の三 男 で宮 廷 伯 ア ル ヌ ル フ に留 守 を預 け る。 す る と こ の ア ル ヌ ル フ は

リゥ ドル フ と手 を 組 む 。 彼 らの 結 託 理 由 は， アル ヌル フ に言 わ せ れ ば ， バ イ

エ ル ン公 ハ ィ ン リヒ こそ が 私 を バ イエル ン公 領 か ら追 い出 した の だ ， で あ り，

王 息 リゥ ドル フに 言 わ せ れ ば ， バ イエル ン公 ハ ィ ン リ ヒこそ が 私 に父 の 恩 顧

を受 け させ な い よ うに した ， つ ま り， バ イエル ン公 ハ ィ ン リ ヒにの み イ タ リ

ア政 策 の論 功 行賞 と して 領 土 を 与 え る父 オ ッ トー1世 の 遣 り 口が 私 に は許 せ

な い， とい う もの で あ った 。 リ ゥ ドル フ と アル ヌル フ に と って は王 弟 バ イ エ

ル ン公 ハ ィ ン リヒ1世 こそ が 主 敵 だ った 。 しか しこの アル ヌル フの 叛 旗 に よ

り， マ ィ ン ッ包 囲 の バ イエ ル ン軍 は国 王 の 戦 列 を 離 れ る。 バ イエ ル ン軍 は

リゥ ドル フを先 頭 に バ イエ ル ンに 戻 る。 内 乱 の場 は ライ ン河 畔 か らバ イエ ル

ンへ移 る。 バ イエ ル ンで はル ー イ トポル ト家 の殆 どす べ て の 者 た ち が アル ヌ

ル フ の叛 乱 に 組 み し て お り，947年 に死 ん だ バ イエ ル ン公 ベ ル トル トの妻

ビー レ トル ー ドBiletrudす ら も叛 乱 側 につ く。 恐 ら く我 が子 ハ ィ ン リヒ(後

のハ ィン リヒ3世 バ イエル ン公)が 王 弟 ハ ィ ン リ ヒの た め に公 位 に就 け な か っ

た か らで あ ろ う。 バ イ エ ル ン諸 侯 も殆 ど が ル ー イ トポ ル ト家 に 味 方 した 。

従 って バ イエ ル ンの人 心 は バ イエ ル ン公 ハ ィ ン リヒ1世 か ら離 れ， 軍 も含 あ
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て反 オ ッ トー1世 で ま とま って い た。 但 し， バ イエ ル ン公 ハ ィ ン リヒ1世 の

妻 ユ ー デ ィ ト(ア ル ヌル フ悪玉 公の長女)だ け は， ル ー イ トポ ル ト家 の 中 で た

だ一 人 ， この叛 乱 に加 わ らな か った。

 バ イェ ル ンが こ う した状 況 に あ っ た953-54年 の 冬 ， ハ ンガ リー 軍 が ア ゥ

ク ス ブ ル ク近 郊 の シ ュ ヴ ァー プ ミュ ン ヒ ンSchwabm�chenに 現 れ掠 奪 行 為

を働 く。 内戦 と外 敵 と の戦 い に疲 れ た バ イエ ル ン人 は国 王 オ ッ トー1世 に休

戦 協 定 締 結 を 申 し出 て， 休 戦 が 成 り立 っ 。 そ の過 程 で双 方 が相 手 に対 し， 外

敵 を呼 び寄 せ た の は誰 だ， 外 敵 と通 じた の は誰 だ， と非 難 の応 酬 をす る。 ハ

ンガ リー人 が 誰 に依 頼 され て こ の時 点 で 現 れ たか は議 論 の あ る と こ ろ だ が，

リ ゥ ドル フか コ ンラ ー トか に依 頼 され て ， とい うの が通 説 で あ る57)。こ のハ

ン ガ リー人 の 出 現 は国 王軍 に有 利 に作 用 した。 人 心 が ， 叛 乱 者 側 か ら離 れ ，

オ ッ トー1世 に傾 いた か らで あ る。

 この よ うな事 態 の流 れ はバ イエ ル ン側 か ら多 数 の脱 落者 を生 ん だ。 残 っ た

の は リ ゥ ドル フ と コ ン ラ ー ト， ル ー イ トポ ル ト家 の 者 た ち と な る。 彼 ら は

レー ゲ ンス ブル クに 向 か う。 オ ッ トー1世 の諸 種 の作 戦 も成 果 を挙 げ な か っ

た た め， オ ッ トー は レー ゲ ンス ブル クを包 囲 す る。 コ ン ラー トは6月 に 国 王

との間 に和 解 を成 立 させ る。 籠 城 側 は食 糧 が乏 し くな る。 そ ん な折 ， この叛

乱 に加 わ って い た宮 廷 伯 ア ル ヌ ル フが攻 撃 に 出 るが， ザ クセ ン軍 の反 撃 に遭

い954年7月22日 に戦 死 す る。 リ ゥ ドル フ は12月 に父 王 オ ッ トー に降 伏 ，

そ の 赦 しを得 る。 しか し， バ イエ ル ンで は， そ の後 も反 抗 が 続 き， オ ッ トー

は955年 再 度 レー ゲ ンス ブ ル ク を包 囲 す る。 この一 連 の大 叛 乱 は，955年5

月1日 の ミュ ー ル ドル フM�ldorf近 郊 の 戦 い で， オ ッ トー1世 側 の勝 利 を

以 って 最 終 的 に決 着 が 付 け られ る。 謀 反 人 に対 す るハ ィ ン リ ヒ1世 の裁 き は

残 酷 だ った 。 例 え ば， ザ ル ッ ブル ク大 司教 ヘ ー ロル ドHeroldは 目を潰 され ，

ア キ レ ィア大 司 教 エ ンギ ル フ リー ドEngilfriedは 睾 丸 を切 り取 られ た， と の

57)B�tner S.451fに よれ ば ， コ ンラ ー ト赤 毛 公 は， ハ ン ガ リー軍 の 侵 寇 を 知 っ

 て， 彼 らを バ イエ ル ンか ら出国 さ せ ロー ト リンゲ ンで跳 梁 させ る努 力 を した 。
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こと58)。ハ ンガ リー人 は， 何 の 抵 抗 も しな い他 の 地域 に侵 寇 を 重 ね つ っ ， こ

の情 勢 を じっ と窺 う。

10.レ ヒ フ ェ ル トの 戦 い

 ハ ンガ リー軍 の 指 導 者 ブ ル チ ュ59)は，953-54年 の オ ッ トー1世 に対 す る

大 叛 乱 の様 子 か ら， オ ッ トー の権 勢 の低 下 を推 測 す る。 彼 は， ドナ ウ地 域 に

これ以 上 東 フ ラ ン ク王 国 の勢 力 を浸 透 させ ま い， この地 に お け るハ ン ガ リー

の権 益 を断 固 擁 護 す る， と決 意 し， 軍 を シ ュ ヴ ァー ベ ン方 面 に 向 け て バ イエ

ル ンに入 る。 今 回 の侵 入 は， 従 って単 な る劫 掠 が 目的 で は な く
， 大 きな政 治

的 構 想 に基 づ く もので あ った。

 955年6月 末， ハ ンガ リー軍 が これ まで に な い非 常 に大 規 模 な編 成 で バ イ

エル ンを 通 過 す る。 バ イエル ンは， オ ッ トー1世 に対 す る王 息 リ ゥ ドル フ及

び ロー ト リンゲ ンの コ ンラー ト赤 毛 公 及 び アル ヌル フ悪 玉 公 三 男 の 宮 廷 伯 ア

ル ヌル フの叛 乱 の た め， 荒 れ果 て て い る。 ハ ンガ リー軍 は ライ ン河 に 出 て フ

ラ ンス に 向 か う予 定 だ った60)，或 い は， 彼 らは オ ッ トー1世 との戦 い を 目論

ん で い た61)， と され る。 バ イエ ル ン公 ハ ィ ン リヒ1世 は抵 抗 を即 座 に 断念
，

オ ッ トー1世 に急 使 を送 る。 「レ ヒフ ェ ル トの戦 いSchlacht auf dem Lech-

feld」(Lechfeld=レ ヒ河原)の プ ロ ロー グで あ る。

 オ ッ トー1世 は， こ の時 ， 非 常 に困 難 な事 態 に直 面 して い た。 打 ち続 く国

王 へ の叛 乱 ・謀 反 を 利 用 して 新 た に ス ラ ヴ人 が ザ ク セ ンに侵 入 して い た。 将

58)Spitzlberger. S.170及 びHubensteiner S .76.

59)BUttner S.450fに よれ ば ， ブル チ ュ は， ビザ ンツ帝 国 の 首 都 コ ンス タ ンテ ィ

 ノ ー プ ル の宮 廷 に長 く滞 在 ， ビザ ンッ帝 国 元 老Patrikios(vgl. LMa Bd.6)に

 な り， 洗 礼 も受 け た。 但 し， この よ うな経 歴 が彼 の生 来 的 な 考 え 方 ・目標 を 捨 て

 さ せ は しなか った。 彼 は ビザ ンッ帝 国 か ら， 洗 練 さ れ た手 段 を駆 使 して 闊達 に 自

 己 の構 想 を追 求 す る こ と を， 学 ん だ。BUttnerの 書 に彼 の滞 在 年 は記 載 され て い

 な い。

60) L�tich S.150.

61)  Spitzlberger 5.170.
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に こ の よ うな事 態 で あ っ たが 故 に， ハ ンガ リー軍 は侵 寇 して来 た の で あ る。

と言 う の も， こ の直 前 まで ハ ンガ リー の使 節 が オ ッ トー1世 の宮 廷 に暫 く滞

在 して いた 。 そ の 目的 は不 明 と され るが62)偵察 行 動 で あ った こと に間 違 い な

か ろ う。 しか しオ ッ トー1世 は， 一 瞬 の迷 い もな く， 全 軍 を投 入 して侵 入 軍

に対 処 す る決 断 を 下 す 。 こ の戦 いで 自分 が 負 け れ ば折 角 築 い て き た ヨー ロ ッ

パ にお け る東 フ ラ ンク王 国 の ヘゲ モ ニ ーが 長 期 に亙 っ て失 われ る
， と彼 に は

分 って い た か らで あ る。 オ ッ トー は， 内 戦 を平 定 した こ とで もあ り全 国 か ら

軍 を結 集 で き る， と判 断 した の で あ ろ う， 彼 は全 国 に非 常 召 集 令 を 発 す る。

オ ッ トー は， しか し， 国 王軍 の編 成 まで に4週 間 はか か る， と踏 み ， ハ ンガ

リー軍 の シ ュ ヴ ァー ベ ン侵 攻 す ら阻止 し得 な か ろ う， と読 む。 従 って， 彼 に

で き る こ と と言 え ば， 侵 入 者 を更 に西 方 に侵 攻 させ な いか， 掠奪 物 と共 に帰

途 に就 く彼 らを叩 く こ と しか な か った。

 オ ッ トー1世 は， ザ クセ ン東 部 を脅 か す ス ラ ヴ人 対 策 の た め主 力 部 隊 を ザ

ク セ ンに残 し， 選 りす ぐ りの近 衛 兵 部 隊 と共 に ザ クセ ンを発 ち， 南 に 向 か う。

こ の時 点 で 既 に1000名 の ボ ヘ ミア軍 が 合 流 した ら しい。 ハ ンガ リー 軍 が 更

に侵 攻 を 続 けて い る， と の連 絡 を受 け た彼 は， 西 に進 路 を取 る。 彼 は ウル ム

周 辺 で ， フ ラ ンケ ン， シ ュ ヴ ァー ベ ン， べ 一 メ ン， そ して バ イエ ル ンか ら駆

けつ け た諸 侯 軍 と合 流 す る。 ケ ル ン大 司 教 で 王 弟 ブル ンBrunの 率 い る ロ ー

ト リ ンゲ ン軍 は， ハ ンガ リー軍 が 決 戦 を避 け て更 に西 に向 か う こと も考 慮 し

て， 既 に ラ イ ン地 域 に張 り付 いて い る。 オ ッ トー1世 は初 あて 国 内 諸 侯 を ま

とあ る こ とに成 功 した 。 凶 悪 な 外 敵 の 侵 入 を 前 に して 内 戦 の しこ りは解 けて

い た。 バ イエ ル ン軍 が， ハ ンガ リー人 との 戦 闘 に は長 けて い る， との 理 由 で ，

先 陣 を務 め る。8月 初 旬 ， ドナ ウ河 と アル プ ス前 縁 地 の 間 を 恐 ろ しい まで に

劫 掠 して い た ハ ンガ リー の大 軍 が ア ゥ ク ス ブル ク周 辺 に集 結 す る。 レ ヒ河 左

岸63)に陣 取 った彼 らは，8月8日 ， 大 軍 を成 して ， 先 ず ア ゥク ス ブル クの 町

62) L�tich 5.151.

63) 「レヒフェル トの戦 い」 の現場， 及 び両軍 の本陣所在地が， レヒ河左岸 か右岸

  か， は多 くの論議が ある。筆者 は左岸説 を採 る。詳細 はL�tich 5.154ff参 照。
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を不 意 打 ちす る。 これ に失 敗 す る と， 彼 らは町 の包 囲 に移 る。 ブ ル チ ュ指 揮

下 の ハ ン ガ リー軍 本 隊 は大規 模 攻 撃 を 掛 けて くるが， 防壁 で護 られ た 町 はそ

れ を撃 退 す る。 彼 ら は通 常 ， 手 間 を 省 くた あ， 防備 を施 した施 設 を 回避 す る
。

しか し， 今 回 の彼 らの行 動 は完 全 に従 来 と は異 な って い た。 彼 らは 防壁 の前

に しが み付 き， 翌 朝 に な る と， 防 壁 を破 断 しよ う とす る。 い よ い よ決 戦 か
，

と思 わ れ た。 防 御 側 は既 に疲 労 困 憊 して い た。 しか し防 壁 内 か ら外 を見 る と
，

ハ ンガ リー兵 士 は， 臆 病 風 に吹 か れ てか ， 軍 紀 の乱 れ か らか ， 鞭 に叩 か れ な

が ら前 進 して い るで は な いか 。 ハ ンガ リー軍 で は鞭 は 日常 的 に 使 用 され
， 進

軍 時 に も退 却 時 に も役立 って い た 。 そ の 時 ，突 然 ハ ンガ リー軍 の 隊列 が 弛 緩

した。 次 ぎの 瞬 間， 彼 らは角 笛 を 合 図 に後 退 し出 した。 防壁 の 中 の人 間 に は

何 が 何 だ か 分 らな か っ た が， 実 は，953-54年 の オ ッ トー1世 へ の叛 乱 軍 に

加 わ って い た ラ ィゼ ンス ブ ル ク64)のベ ル ヒ トル ドBerchtold von Reisensburg

(宮廷伯 アル ヌル フの子)が ， ハ ンガ リー軍 に 国 王 軍 の接 近 を通 報 して い た の

だ った。8月10日 の朝 ， 国 王 軍 は， バ イエ ル ン3軍 団 を 先 頭 に
， フ ラ ンケ

ン軍 団 ， 精 鋭 揃 い の国 王 軍 団， シ ュ ヴ ァー ベ ン軍 団 が続 き
， ボ ヘ ミア の輜 重

軍 団 が しん が りを務 あ た。 この7軍 団65)は， 敵 の矢 の集 中攻 撃 を避 け るた め，

樹 木 の生 い茂 る悪 路 を進 む。 突 然 ， レ ヒ河 か ら遠 か らぬ丘 の上 に， オ ッ トー

1世 軍 を 待 ち受 け て い た敵 の大 軍 が 姿 を 現 す 。 敵 の 一 隊 は 直 ち に迂 回 し
，

オ ッ トー1世 率 い る軍 列 の しん が りに 食 らい つ く。 も う少 し経 て ば ハ ン ガ

リー軍 本 隊 が本 格 的攻 撃 を仕 掛 け る は必 定 ， と読 ん だ オ ッ トー1世 は， コ ン

ラー ト赤 毛 公 率 い る第4軍 団 を即 座 に一 時後 ろ に 回 し， 事 態 の収 拾 に 当 らせ

る。 シ ュ ヴ ァー ベ ン人 か ら成 る第6軍 団， ボ ヘ ミア人 か ら成 る第7軍 団 は既

に大 混 乱 ， 戦 況 は オ ッ トー1世 に不 利 だ った。 しか し第4軍 団 が 瞬 時 に敵 を

追 い払 い， 奪 わ れ た品 物 ・捕 虜 に な っ た味 方 の人 員 を奪 い返 し， 戦 局 の逆 転

に成 功 す る。 第4軍 団 が 元 の位 置 に戻 った 時 ， 前 方 にハ ン ガ リー軍 本 隊 が 現

64) ラィゼ ンス ブル クは ウルム近辺 にあ る城。L�tich S.156参 照。

65)Schulze S.194に よれば， シュヴァーベ ン軍団を2軍 団 とし
， 合計8軍 団， そ

  してオ ッ トー1世 麾下 の兵員 を1万 名及 びそれ と同程度 の輜重兵 と している。



                 マジャール人と中世前期のバイエルン 41

れる。オットー1世 自らが全軍の先頭に立 ち  後にも先にも無いことだが

  「聖槍66)」を構え，敵 と戦 う。決着するまで戦いは長 く続 いた。 しか し，

きっちりと隊列を組んだオットー1世 指揮下の騎兵にハ ンガリー軍は歯が立

たたず，国王軍の毅然たる戦い振 りに怖れをな し，やがてハ ンガリー人は我

先に防壁をかすめて逃亡し始める。当初，防壁の中の人々は，ハ ンガリー軍

が大挙 して押 し寄せて来たので彼 らが攻撃を開始 した，と思 う。だが，その

後に続 いて国王軍の軍列が現れ，前を行 く敵兵を手当たり次第に打ちのめし

て行った。防壁の中の人々にもやっと事態が飲み込あた。戦場か らオットー

1世 はバイエルンに飛脚を送 る，敵の逃げ道を塞げ， と。国王軍側に勝利の

女神が微笑む。

 8月11日 ， 東 フランク王国軍 は敵兵の一掃に努める。 至る所で敵兵に襲

いかかる。ハンガリー兵は我先に敗走する。国王の使者たちがこの事態を各

所に通報する。森には農民が，イーザル河Isarや イン河 の渡 しには周辺住

民が立ち，憎い恐 ろしい敗残兵を打ちのあ し，絞め殺 し，溺死させ，彼 らが

身に付 けていた金 目の物はすべて剥ぎ取る  。オットー1世 の勝利はまた

た く間に世 に広まる。 オットー自身が，この吉報をケルン大司教の実弟ブル

ンと実子 リゥドルフに伝える一方，各方面に急使を派遣 した。

 「レヒフェル トの戦い」 での勝利 は， 単にハ ンガリー人に対する勝利とい

う軍略的範疇を超えていた。この勝利により東フランク王国人がその帰属意

識を強めたことは疑 いの余地が無い。この戦勝は，従 って，西方世界の歴史

上，重要な転換点を成 した， と言えよう。丁度，732年10月25日 カーロ リ

ング家宮宰カール ・マルテルが トゥールとポァチェ間の戦線でイスラム軍を

66)926年 ブル グ ン ドの ルー ドル フ2世 はハ ィン リヒ1世 に臣従 を誓 う。 そ の際

 ルー ドル フがハ ィン リヒに渡 した槍がHeilige Lanzeで ，以後，帝 国権標Reichs-

 insignienの 一っ とな る。 キ リス ト処刑 の際 その脇腹 に刺 された槍 キ リス トが

 処刑 された十字架の釘か ら作 られた槍 聖人 マ ゥリテ ィゥスにまつ わる槍 等 と

 言われ る伝説的聖遺物。 この 「聖槍」 はイタ リアの支配権 ・皇帝権 を象徴す る，

 とされ る。
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敗 退 させ た快 挙 と同 じよ うに。

 同 時 に こ の戦 勝 が ， 東 フ ラ ンク王 国 の， 或 い はバ イエ ル ンの， 東 方 植 民 第

二 波 の 開 始 を 告 げ る合 図 に もな っ た こ と は， そ の後 の歴 史 の 示 す 通 りで あ る。

 ハ ンガ リー軍 の 指 導 者 ブル チ ュ， レールL61と シュ ルSurは 牢 で 一 夜 を 過

ごす。 彼 らは ドナ ウ河 を舟 で下 り逃 亡 せ ん と した が 捕 らえ られ， レー ゲ ン ス

ブ ル ク の ハ ィ ン リヒ1世 の元 に突 き出 され る。 裁 き は短 時 間 で終 る。 ハ ィ ン

リ ヒが 彼 らに， キ リス ト教 徒 に対 して ど う して あ の よ うに残 酷 な行 為 を働 い

たの か ， と訊 ね る と 「我 々 は至 高 の神 か ら， 汝 らを苦 しめ る よ う， 使 命 を授

か って い るの だ 。 我 々 が汝 らの迫 害 を止 あ れ ば， 汝 らが 我 々 を 殺 す 」67)と答

え る。 そ こで ハ ィ ン リ ヒが 「自分 の死 を 自分 で 好 き な よ う に選 ぶ が い い」 と

宣 告 す る と， レー ル が 「私 の 角笛 を 持 って 来 て 欲 しい， 吹 いて み た い の だ，

それ か ら返 事 を しよ う」 と応 ず る。 角 笛 が彼 に渡 され る。 す る と彼 は ハ ィ ン

リ ヒに近 付 き， 角 笛 を い きな り振 りか ざ し， ハ ィ ン リヒの額 に激 しい一 撃 を

加 え る。 ハ ィ ン リヒは ど う と倒 れ る68)。 レー ル は叫 ぶ 「汝 が 先 に死 ぬ のだ 。

そ して あ の 世 で 私 に仕 え るの だ!」

 三 人 の捕 虜 は直 ち に 絞 首 台 に送 られ る。 彼 らは叫 ぶ 「我 々 を 殺 せ ば ハ ンガ

リー で ドイ ッ人 捕 虜 が殺 され るぞ!」 この後 ， ドナ ウ盆 地 で2万 人 の ドイ ッ

人 婦 女 子 が打 ち殺 さ れ た， と言 う一 エ ピ ロー グで あ る。

 ハ ンガ リー人 の侵 寇 は， 以 後 ， 西 方 世 界 か ら絶 え て無 くな る。

 彼 ら は， 農 民 と して ， 定 着 生 活 に入 って行 く。

お わ り に

 ル ー トヴ ィ ヒ2世 ドイ ッ人 王 の治 世 を経 て， アル ヌル フ悪 玉 公 の 時代 に，

バ イエ ル ン は タ シ ロ3世 時 代 に も劣 らぬ 独 自性 を享 受 す る
。 しか し， 国 王

ハ ィ ン リ ヒ1世 の時 代 に は完 全 に王 権 に服 属
， そ の 自主 独 立 性 は殆 ど完 全 に

67)会 話 部分等 はSpitzlberger S.173.

68)LMa Bd.4. Sp.2063に よれば， バ イエル ン公ハ ィ ンリヒ1世 は レーゲ ンスブル

  クで955年11月1日 死去。
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もぎ取 られる。その鬱憤がオットー1世 の治世で爆発する。そのため，ハン

ガ リー人による劫掠 ・破壊に重なる形で，バイエルンは荒廃する，単に物理

的荒廃だけでなく，心情 も荒れ果てる。 これはバイエルン地域にのみ現れた

のでなく，当時の東 フランク王国支配下の諸領国にも当てはまる現象であっ

た。 この人心の荒廃を見透か して，ハンガ リー人が ドナウ河とアルプス前縁

地の間に， イナゴの如 く， 大群を成 して現れる。 この宿敵を前に， 反目し

あって来た東 フランク王国諸侯は，オットー1世 の召集令に応 じ，小異を捨

てて大同に就 く。彼 らは，全部族を挙げて，と思われるほどのハ ンガリー軍

を徹底的に叩 く。ハ ンガリー人は以後略奪行を行えな くなるほどに完全に殲

滅 される。 これにより西方世界の安定的発展が，暫時，可能になる。

 無文化状態のマジャール人の目には，僧院 ・教会に置かれた貴重な文化財

は物質的財で しかな く，人間す らそうであった。多 くの人々，多 くの僧院 ・

教会69)がマジャール人の犠牲になる。マジャール人は， この時代に彼 ら同様

69)バ イエ ル ン地 域(辺 境 域 を 含 む)に お い て そ の 破 壊 が マ ジ ャ ール 人 に よ る と推

 定 され る僧 院 等 の 名 を 挙 げ る。 但 し例 え ば パ ン ノニ ア に関 して は907年 の ハ ンガ

 リー 人 に よ る破 壊 で 僧 院 ・教 会 等 が 完 全 に 姿 を 消 し て し ま っ た と い う報 告

 (Spitzlberger S.148)， ま た カ ラ ンタ ニ ア東 部 も9世 紀 に は存 在 して い た教 会 や

 開 拓 村 が10世 紀 初 頭 に は 跡 形 も 無 く 消 滅 し た と の 報 告(Handbuch der hi-

 storischen St舩ten，. Osterreich Bd.2. Hrsg. von Franz Huter.1966. S.4)も あ

 り， 小 規 模 な 僧 院 或 い は教 会 はそ の 存 在 の 名 残 りを 地 名 或 い は河 川 名 に しか留 め

 て い な い ， と い う こ と も あ る ので(Spitzlberger S.154)， 以 下 に挙 げ る地 点 は幸

 い記 録 に残 った だ けの こ と， 将 に， 氷 山 の ほん の 一 角 ， で しか な い こ と を特 に強

 調 して お きた い(記 号 に つ い て ：*印 はMagjarenに よ る破 壊 の推 定 が90%以 上

 の 確 率 で 可 能 な ケ ー ス，*幽 印 は60%以 上 ，**.印 は30%以 上 の ケ ー ス を 示 し，

 BurはBurgenlandを ， MFrはMittelfrankenを ， NBはNiederbayernを ，

 N6はNieder�terreichを ， OBはOberbayernを ，06はOber6sterreichを ，

 OpfはOberpfalzを ， SlzはSalzburgを ， SchwはSchwabenを ， StmはSteier-

 markを 示 す 。 出典 は， Handbuch der historischen St舩ten Deutschlands.

 Stuttgart. Kr�er. Bd.7. Bayern. Hrsg. von Karl Bosl.3.，�erarbeitete Aufl.

 1981.及 びHandbuch der historischen St舩ten. Osterreich Bd.1. Hrsg. von

 Karl Lechner.1985.及 びBd.2.及 びHBG， Spitzlberger等)
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ヨー ロ ッパ を 跳 梁 した ア ラ ブ人 ・ノル マ ン人 と異 な っ て
， 独 自 の民 族 的 宗

教 ・文 化 を 殆 ど持 た な い。 そ れ が ， 却 って ， マ ジ ャ ー ル人 に掠 奪 行 動 を通 じ

て 西方 世 界 か らカ ト リッ クの教 え を学 び且 つ観 取 し易 く し
， 結 果 的 に， 民 族

全 体 の早 期 ロー マ ・カ ト リッ ク化 を もた らす。

 約 半 世 紀 後 ， ハ ン ガ リー人 は キ リス ト者 の 王 を 持 っ。11世 紀 初 頭 の ハ ン

ガ リーの 聖 人 王 シ ュ テ フ ァ ン1世 の 妃 は， バ イエ ル ン公 ハ ィ ン リ ヒ1世 の孫

娘 ギ ー ゼ ラGisela70)で あ り，19世 紀 末 の ハ ンガ リー女 王 で オ ー ス ト リア皇

妃 エ リー ザ ベ トElisabethは ， バ イエ ル ン王 国 国 王 ル ー トヴ ィ ヒ1世 の 姪 で

あ る。 ハ ンガ リー人 とバ イエ ル ン人 ， 歴 史 の主 要 な転 換 点 で そ の触 れ合 い を

強く感じさせる存在，と言えようか。              〈完〉

本論考 は ミュンヒェ ン大学 バイエル ン史研究所所長Prof . Dr. Walter Ziegler氏 の ご

好意 と同研究所 の便宜提供 を受 けて成立 した ものである。特記 して謝意 を表 したい
。
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Augsburg**(Sches) ， Benediktbeuern*(OB)， Chamm�ster**(OPf)
， Chiem-

see*(OB)，Dieﾟen a . Ammersee*(OB) ，Ebersberg*(OB)，Enns**(Oﾖ) ， Fulten-

bach*(Sches)， F�sen**(Sches)
， Gars*(OB)，G�tweig*(Nﾖ)， Grafrath*(OB)

，

Hainburg*(Nﾖ)， Haunsberg*(Slz)
， Hartberg*(Stm)， lsen**(OB)， Kipfen-

berg*(MFr)， Kochel*(OB)
， K�igshof**(Bur)， Kremsm�ster*(Oﾖ)， Lech-

feld*(Schw)， Martinszell*(OB)
， Mautern***(Nﾖ)， Melk*(Nﾖ)， M�chsm�-

ster*(NB)，Neuburg*(Schw：HBG Bd .1， S.219， Anm.180を 参 照)
，Niederaltaich*

(NB)， Oberaltaich*(NB)， Osterhofen*(NB)
， Passau***(NB)， Plattling*(NB)，

 Polling*(OB)， Rotthalm�ster*(NB)， Salzburg*(Slz)， Sandau a. Lech*
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Weihenstephan*(OB) ， Wels*(Oﾖ)， Weltenburg*(NB) ， Wessobrunn*(OB)，

Winklarn*(Nﾖ)， W�th a .d. Donau*(OPf)， W�th i. Staffelsee*(OB) .

70)彼 女 の 遺 体 は パ ッ サ ゥ の ニ ー デ ル ン ブ ル クNiedernburg僧 院 に 埋 葬 さ れ て い
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バ イエ ル ンの統 治 者 HBG S.668.

ア ギ ロ ル フ イ ン グ 家

?一748  0d；lo

748-788 Tassilo皿.

最後の二人の公

カ ー ロ リ ン グ 系 代 官

788-799 Gerold I.

799-818 Audulf

?一861 Ernst 1.

?一895 Engildeo II.

ル ー イ トポ ル ト家(次 ペー ジ参照)

 歴 代 の 公(1070年 迄)

995-1004 Heinrich N.(=Ks. Heinrich II .der Heilige)

1004-1009 Heinrich V.von L�zelburg

1009-1018 Heinrich N.

1018-1026 Heinrich V.von L�zelburg

1026-1027 Konrad (=Kg. Konrad II.)

1027-1042 Heinrich W .(=Ks. Heinrich皿)

1042-1047 Heinrich Vll.von L�zelburg

lO47-1049 He nrich「W .

1049-1053 Konrad I.von Z�phen

1053-1054 Heinrich V皿.(=Ks . Heinrich IV)

1054-1055 Konrad II，

1055-1061 Agnes， Gem. Ks. Heinrichs皿 .

1061-10700tto von Nordheim

B.=司 教 Gf.=伯 Gem.二 妻 Hg .=公.Kg.=王 Ks.=皇 帝

Mgf.=辺 境 伯 nach=以 後 Pfgf.=宮 廷伯 Schwa=姉 妹 T，=娘

。。二婚 姻 †=没 年
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